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心 の 糧

．十 二使徒 評議 員

マ リ オ ン Ｇ ロ ム ニ ー

神 ・贈麗じ簿蹴 潔 犠灘 評契勇二銘錨 諜 欝 二
者租自分の証詞を述べるとき，それは単に 「証詞をせよ」 との責任を果 しているに

過ぎない。この証詞があなた方に伝えられるにつれて，その証拠と信頼性を決定す

る責任はあなた方に移って行 く。この重要性を見落してはならない。永遠の生命 と

は，神 と御子イエス ・キリス トを知ることである。これを知らずして，入間は救わ

れない。そしてこれを知る唯一の道は，天父と御子イエス ・キ リス トと聖霊 との啓

示が真理であるという証詞を自分で得ることである。生ける神を知ろうとする十分

強い望みをもって，示ざれた道を歩いて行げる者なら， この証詞をうけ得るであろ

う。その時，‘聖典の主のみ言葉が明 らか となるであろう。

しかし， 自ら追い求めぬ者は，いつまで も神の啓示を理解できないであろう。
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１９２３年 カナ ダの アル バ ー タ神

殿 献 堂 さる

今 月 の 表 紙

忠 実な信仰 によ りイス ラエルと名

づ け られた 族長 （祝福師） ヤ コ

ブは 「ヨセ ブは実 を結ぶ若木，泉

のほ とりの実を結 ぶ若木。 その枝

は，か きねを越 え るであろ う。」

と愛す る息 子 ヨセ ブを祝福 した。

（創世記４９章参照） ハ リー ・ア ン

ダー ソン画
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デ ビ ド σ マ ッケ イ 大管長

い主 イ エ ス が， と りな しを願 う大 い な る祈 りを 捧 げ ら

購
れ た の は， ケ デ ロ ンの河 を渡 り，．兵 士 の手 に売 り渡 す

裏 切 者 の口 づ け を 受 け られ る寸前 の こ とで あ っ た。

「永 遠 の 命 とは
， 唯一 の， ま こ との神 で い ます あ な た と，

ま た， あ な た が つ か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを 知 る こ と

で あ りま す 。」 （ヨハ ネ１７：３）

永 遠 の生 命 とは， 神 とそ の独 り子 を知 る こ とで あ る。 そ こ

に鍵 が あ る。 永 遠 の生 命 こそ私 が 望 む もの で あ り， こ の私 と

私 の愛 す る人 々， あ な か方 ， そ して こ の世 のす べ て の人 々 に

と って永 遠 の生 命 は， 何 よ り も熱 望 され る もので あ る。 そ し

て，救 い主 の この 御言 葉 の 中 に，そ の秘 密 が あ るの で あ る。

いか に イ エ スを 知 るか

しか し， ど う した ら知 れ る だ ろ うか 。 これ が 次 の 問 題 で あ

る。 主 ご 自身 これ に お答 え に な られ た で あ ろ うか 。 も しそ う

な ら， こ の大 切 な答 え は 是 非 知 りた い もの で あ る。昔 ， 日４

イ エ ス に近 くあ った もの の記 録 を み る と， か つ て人 々 が イ エ

ス に反 対 を 叫 ん だ こ とが あ った 。 今 日の 人 々の 如 く， そ の御

業 に反 対 した の で あ る。 一 人 が 言 った 。 「お前 の言 う こ とが

真 実 と ど う して 判 るの か 。 神 の子 とい うお前 の主 張 を ど う し

て真 と認 め られ るの か 。」 イ エ ス は簡 潔 に お答 え に な った 。
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塵 しの語ｂているζの教が神からのものカ、 そ壁 とも，わ牟

し自身か ら．出たものか，わかるであろう。」（ヨハネ７：１７）

この答は非常に賢明であり，人智の考える限 りの最も簡潔

な知識を個人にもたらす教えである。実行して，心の中に植

えつけてみれば，善 し悪 しが判然 とするであろう５他人にそ

の確信は伝え得ないか も知れないが，自分ではよく判る。実

行 してみたからである。イエスはこのような試 しの答えを，

．その教えが神のものか人のものか尋ねた人々にお与えになっ
監

た の で あ っ た。

みこころ

「御意」は示されている

’神
の御意を行ってみさえすれば判 るという答えがでた。 し

か し，次に，「御意」とは何かということが問題 となる。 しか

して，．ここにこそイエス ・キ リス トの福音の精髄が宿 るので

ある。永遠の生命の定義，それを知 る方法 と試練について教え、

られると同 じく簡潔に，イエスはその御意をお示しになった。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の全世界に対す る証詞は，

神の御意が， こ．の現代に示 されたということである。すなわ

ち，福音の原則，生活の原則が啓示されたのである。そ して

これ らは昔，時の絶頂にキリス ト御 自ら教え給 うた原則と一

致している。

人間を真理に導 く生まれながらの気持があるが，それは人

類の責任でもある。そして教会員たちの責任な他の人々より

も重いのである。

教義と聖約８８章に次の言葉がある。

「必ず しもすべての人信仰なきが故に，．汝 ら努めて求め，

互いに智恵ある言葉を教 うべ し。然 り，汝 ら最も善き書よ り

智恵ある言葉を探 し求めよ。 （いかにしてか）また正に研究

（世の求めるこれのみによらず）と信仰とによりて学問を求

むべ し。」（教義 と聖約 ８８・１１８）

教会員は永遠の福音が回復 された真理を知 っている。この

知識のもたらす ものは何か，それは悔改めとバプテスマの原

則に心か ら従った者に聖霊の賜物をもた らす。それは人の心

を啓発 し，理解を助け，キ リス トを知 らしめるものである。

これは世の持たぬ導きであ り，会員たちが真理を得， 自らの

務めを知ろうと望む時に助 けを与える。 この助けがな ぐては

ならない。人自らでは真理 は発見し得ないからである。知性

のみでは神の発見に不十分である。顕微鏡による神の発見は

不可能といわれてきた。真理の探究１こ理性のみでは満足では

ない。もう一つの，更に確実な導きがあるのである。

１７２

知識と行い 腎

その導きとは信仰である。信仰はよろずのものを想い出さ

せ，来 るぺきものを示 し，すべてを教えるかめ高きみたまと

の交 りにわれわれの霊を導 く。そのみたまを頂 くことは末 日

聖徒イエス ・キリス ト教会の会員たちの責任である。

単なる知識，確信のみでは不十分である。 「人が，なすべ

き善を知 りなが ら行わなければ，それは彼にとって 罪 で あ

る６」 （ヨハネ４：１７）

．予言者ジョセブ ・ス ミスは次のように言った。

「この故に今や神権者皆各々その義務を覚れ
。また己が任

命されたる務めを全 く勤勉に勤むべ し」自分の義務をわきま

えはするが，行わぬ者は自分にも，兄弟たちにも忠 実 で は な

い。神と良心 との光に歩んではいない。その光の中にこそ教

会は在 りそしてその光はまつす ぐあなた方にも，私にもそそ

がれるのである。ある一つの道を行けと良心が命ずる時，そ

の正 しいことに従わぬならば，自分に忠実ではないのである。

入間は己れの弱点につまずき，外か らの力によろめ く。 し

か し，われわれの責務は直 く狭き道を歩むことである。しか

し，機会があるにもかかわ らず，内なる真理に背 くたびに，

良き行いを行わぬたびに， 自己を弱め，また未来の行いは更

に困難になるのである。一方，良き行いのたびに，気高い気

持を表すたびに，その行いやその気持を表わす ことは，更に

容易になるのである。

「御意」とは何か
る

神の御意とは，兄弟たちへのわれわれの愛と奉仕であ り，

この世をわれわれの生活によって，一層よくする事である。

キ リス トはこの原則の教えのため，そのすべてをお捧 げにな

った。

「わたしの兄弟であるこれ らの最 も小い者のひとりにした

のは，すなわち，わたしにしたのである。」（マタイ２５：４０）

これこそ神の御言葉である。

この教会は神の教会である。すなわち，大人も子供 も他の

人々のために何か善をなす機会を持つように完全に組織 され

ている。神に仕え，その御意を行うことは神権者や補助組織

の，そして，すべて全員の務 め で あ る。それを行えば行 う

程， これが神の御業 との確信はいよいよ強 くなるであろう。

それを試 してみているか らである。故に，神の御意を行 うこ

とにより，人は神を知 り，近ずき，永遠の生命を己が物と感

ずるようになるのである。

神が人に啓示 し給うことは，主の復活， この大いなる業の

神より出でしこと，及び，神が単なる力や抽象物 としてでは．

なく，天の父 として存在 し給うという大いにして聖き永遠の

真理なのである。

．・海 」

、
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要 か

きキリス ト教徒，または立派なキリス ト教徒の生活に良

と って ， 教 会 ， あ るい は宗 教 上 の組 識 に属 す る こ とは

必 ず し も必 要 で は ない とい う言 葉 を 幾度 聞 い た こ とで あ ろ う

か。 聖 典 や ， 正 しい 考 え方 に照 ら し合 わ せ て， この問 題 を少

々 と り上 げて み たい と思 う。

初 め に先 ず ， キ リス トの み言 葉 を み て み よ う。 主 は群 衆 に

お語 りに な って ，

「主 よ
， 主 よ と言 う者 が， み な天 国 に はい る の で は な く，

ただ ， 天 にい ま す わ が 父 の御 旨 を行 う者 だ け が， はい るの で

あ る」 （マ タ イ ７：２１） 一

と云 わ れ た 。 この意 味 は， 「人 は， 私 の権 能 を 認 め， 私 が 神

で あ．る こ とを 信 じ， 私 の教 えや 瞭 い に対 す る信 仰 を 単 に告 白

した か らとい って， 必 ず し も天 国 に入 っ た り， あ るい は， 高

い昇 栄 に進 む とい う こ とで は な い」 とい うこ とで あ るよ うに

聞 え る。 す な わ ち 「信 ず る こと のみ で は不 十 分 で あ る」 とい

う こ とで あ る。 そ して ， は っ き りと云 わ れ て い る。 「た だ，

天 に い ます わ か父 の御 旨を 行 う者 だ け」 と， す な わ ち良 き実

を結 ぶ ぶ ど う園 の手 入 れ に い そ しむ 者 の こ とで あ ち。

正 しい生 活 の啓 示 で あ る知 恵 の言 葉 に は， 人 間 の益 とな ら

な い もの と共 に， 益 と な る こ とが の べ られ て い る。更 に主 は

言 い給 うた。

「お よ そ これ らの言 葉 を憶 え て守 り
， 且 つ行 い， この誠 命

に従 って 歩 む す べ て の聖徒 らは そ の へ そ に健 康 を受 け， そ の

骨 に髄 を 受 け ん。 ま た 知患 と知 識 の 大 い な る宝 ま こ とに秘 れ

た る宝 を 見 出 さん 。 而 して 走 れ ど も疲 れ ず， 歩 け ど も気 を失

うこ と なか らん。 主 な るわ れ彼 らに一 つ の約 束 を与 う。 す な

わ ち さつ り くの天 使 は イ ス ラエ ル の 小児 た ち が如 く彼 らを 過

ぎ こ して 屠 る こと なか るべ し。」

「これ らの言葉 を守 り且 つ行 い」 が鍵 と思 われ る
。 こ の祝

福 の た め には， み言 葉 を た だ信 ず る もの と な らず ， 行 う者 で

なければならない。

ひろく世界に散った十二支族にあてた書簡でヤコブは次の

ようにすすあた。

「御言を行う人にな りなさい。おのれを欺いて，ただ聞 く

だけの者となってはいけない。おおよそ御言を聞 くだけで行

わない入 は， ちょうど， 自分の生れつきの顔を鏡に映 して見

る人のようである。彼は自分を映 して見てそこか ら立ち去る

と，そのとたんに， 自分の姿がどんなであったか崇忘れて し

まう。これに反 して完全な自由の律法を一心に見つめてたゆ

まない人は，聞いて忘れてしまう人ではなくて，実際に行う

人である。こういう人は，その行いによって祝福される。」

（ヤコプ １：２２～２５）

このヤコブの言葉には歴史的背景がある。伝え られた記録

によると，キリス トがお建てになり，十二使徒が世界にひろ

めた初期の教会は；ゴｉダヤ会堂で行われていたような礼拝形

式にのっとって； 旧約聖書の聖句朗読を行っていた。今日の

新約聖書はまだその形を成 してはいなかったが， しか し，イ

エスと使徒たちの教えは明 らかに宣べ られていた の で あ ろ

う。詩篇と当時の讃美歌を歌い，祈 りを捧げたのであった。

ヤコブは，この礼拝に出ることを云ったのであろう。 「御言

を行 う人になりなさい。おのれを欺いて，ただ聞 くだけの者

となってはいけない。」ヤコブによれば，礼拝に参加す る こ
● ギ

巨

との価値は，聞いたみ言葉を行った時に初めてあらわれる。

耳にした真理を実行せず して， 自ら信仰ありとする者は，鏡

に瞬間うつっては，す ぐに忘れ去 られる姿のような無益な礼

拝 しか行い得ない。 一

パウロも．同様のことをロマ書の中で律法の要求について次

のように述べている。 「律法を聞≦者が，神の前に義なるも

のではな く，律法を行う者が，義 とされるからである。 （ロ

ーマ ２：１３） つまり，義人 とは律法を聞く者ではなく，行

１７３



う者 ということである。 この言葉の対象は，昔 なが らの宗教

的伝統を名目的に守っていれば，祝福にあずかれるとい う誤

った老えの下にいる者たちであった。ただ唇で礼拝するのみ

で律法を行わぬ者であった。

「わた しを主よ，主よ，、と呼びながら，なぜわたしの言う

ことを行わないのか。わたしのもとにきて，わたしの言葉を

聞いて行う者が，何 に似ているか，あなたがたに教えよう。

それは，地を深 く掘 り，岩の上に土台をすえて家を建て る人

に似ている。洪水が出て激流がその家に押 し寄せてきて も，
　 し

それを揺 り動かすことはできない。よく建ててあ‘るからであ

る。 しか し聞いても行わない人は，土台なしで，砂の上に家

を建てた人に似ている。激流がその家に押 し寄せてきたら，

たちまち倒れて しまい，その被害は大きいのである。 （ルカ

６：４６～４９） この同 じ原則 は他のことについても同様であ

る。友情は利己主義の砂の上 には建たない。肉体的な魅力の

みでより深い愛と誠実に欠ける結婚は永続 しない。教会と個

人間の関係 も同様で，伝統や正統的慣行だけでは不十分であ

り，また 「主よ，主よ」というだけでも不十分である。それ

らの基は砂の上にある。神の治め給 う全自然はこの原則をう

つし出している。

働かない蜂は巣を追い出される。道や蜂塚の周 りの忙：しい

蟻たちは，信ずる者のみではなく行う者であるし，鶏は， コ

ッコッと鳴いて も，地面を足でかかなければ種 はみつからな

い。藻で緑によどんで流れぬ水は，疫病の沼とな り，岩をせ

せる清い山のせせ らぎは，見るか らに飲みた くなるものであ

る。基を欠 く家に関する主のみ言葉は，人間は自分だけで十

分であるとし，安易なものを基として，いかなる生活を打ち

建てはいけないということである。
．
万事順調である限 り，愚かさは現れないが，いつ逆境の洪

水，突然の情慾の洪水，・予期せぬ誘惑の奔流などが来ぬとも

限らない。人格に唇の礼拝以上の確実な基礎がなければ，そ

の道徳はたちまち崩れ去るであろう。

良心的な強い基を打ち建て，天父の御意を行うにはどうし

たらよいだろうか。ただ聞く者とならず，行う者となるには

どうすべきか。神の律法 と救い主の教えのほとんどすべての

例は， 自分 と他人 との間柄に関係がある。すなわち，人は孤

立していては，行 うものとしてもおのずと限界があるのであ

る。

例えば自動車は一人だけの力でなく，その目的のために結

集 した人々の力で作 られ，市場に出る。われわれの社会では

独学の人はほとんどおらず，教育は多数の人か ら成 る教育機

関に依存 している。実業界，産業界において も，共通の自的

の下に結集 した人々が成功を収める。一人だけでは不可能な

ことの何と多 くが協力によって成 し遂げられることか。

個人の次に くる社会的集合体は家庭である。キリス トの原

則に基 く家はキリス ト教徒的生き方の最高の例である。家族
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の一人一人が行 う者 として，また最高度に識命を実行する能

力を伸ばす機会 と特権とを与えられる。この家族の単位を教

会 という大きな共同社会にまで高めて くると，行 う者として

の機会はいよいよ大 きくなって くる。この拡大され高められ

た家族関係の故にキ リス ト教では，神を 「父」イエスを 「兄」

ｒそ して互いを 「兄弟
，姉妹」と呼ぶのである。 ’

教会の目的は主の律法と福音の原則を教え，一人々々を宗

欝 婁潔 諜 議忌霧 ∴矯、ｌｌ茎蓋セ響
日 の栄 光 に到 る永 遠 の 道 を歩 くよ うに は げ ます ことで あ る。

キ リス トが なぜ， 御 自 らこの世 に お い で に な って 教 会 を 建

て られ た のか ， 真 の理 由 が あ る。単 に理 解 の た め のみ な らば

イ エ スが 遣 わ され た人 々の言 葉 を 聞 き さえす れ ば十 分 で あ ろ

う。

「主 よ
， 主 よ と言 う者 が， み な天 国 に は い るので は な く，

た だ天 にい ます わが 父 の 御 旨 を行 う者 だ け が， は い るの で あ

る。」 （マ タ イ ７＝２１）

「お よ そ これ らの言 葉 を憶 え て守 り且 つ行 うす べ て の聖 徒

らは … … 。」 （教 義 と聖 約 ８９：１８）

「律 法 を 聞 く者 が ， 神 の前 に義 な る もの で は な く， 律 法 を

行 う者 が， 義 と され るか らで あ る 。」 （ロ ーマ書 ２：１３）

「わ た しの もと に きて
， わ た しの言 葉 を 聞 い て行 う者 が …

…」 （ル カ ６：４７）

これ らは皆 そ のす す めで あ る。

しか し， キ リス トが ご 自身 で 教 会 を 御建 て に な っ た こ とか

ら考 え ると， それ は ど うで も 自由 に取 捨 選択 で き る こ とで は

な くて， 絶 対 必 要 な こ とが わ か る。 イ エ ス の生 活 と御 業 は，

模 範 を垂 れ る ことで あ った。 その 打 ち建 て 給 うた こ とは， 従

うべ し とのす す め と共 に与 え られ て い る。

イ エ ス ・キ リス ト教 会 は， イ エ ス の時 代 と同様 ， 今 日で も

人 々の生 活 に とって ， 単 な る消 極 的 な関 心 や 信 仰告 白 と して

で は な く， 積 極 的 に責 任 を背 負 うとい うこ と に おい て， 必要

な もの で あ る。 この よ うに して ， 教 会 は人 を 孤 独 の 暗 闇 か ら

救 い 出 し， 信 仰 は， 聖 典 のす す め の ご と く， 行 い に 変 え られ

る福 音 の光 へ と導 く。 これ こそ個 人 の， 家 族 の，教 会 の， そ

して， 地 上 の諸 国民 の希 望 で あ る。

キ リス トが この世 に い ら した時 に御 自 ら打 ち建 て られ， そ

の後 ， 暗黒 時代 に失 われ た教 会 が 今 や この 世 に回復 きれ た。

す な わ ち末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 が そ れ で あ り， 神 の

御 名 に よ っ て行 う力 と権 能 が 再 び 人 間 に与 え られ た とい う こ

とを 宣 べ伝 え るた め， 現 在 一万 三 千 人 の青 年 男女 が伝 道 の業

に つ い て い る。 私 も これ に証 詞 を つ け加 え たい 。私 が知 る こ

と は， 神 は 実在 し給 い， そ の御 子 イ エ ス は キ リス トに して世

の 救 い 主 た る こ とで あ る。 願 わ くば私 た ち各 自が 教 会 に 活 発

に加 わ って， み言 葉 を行 う者 とな るよ う， イ エ ス ・キ リス ト

の御 名 に よ り， ｉ遜 って 祈 り奉 る。 ア サ メ ン。

］
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ジ ェ ー ム ズ Ｔ．デ ュー ク

い

ん き ょ くない いま わ しの こ と もあ るが， よ く 「一 体 何

わ
のたあになるんだろう」という言葉を聞く。人は物事

を始める前 に，まずその意義を，利益を知 りたがり，そして

実を結ばない無益な行ないに時を浪費 してはいないかと確め

たがる。

時には利益を強調する余 り，視野がせばまることとなる。

具体的，経済的利益に目を向ける余 り，幸福感 とか，達成感

のような抽象的ではあるが，やはり大切なむ くいを見落す傾

向がある。 しかも利益をうけても，なお幸福はないことを知

ることもしばしばである。

われわれに大いなる遺産をのこした古代ギリシヤ人は，物

事はすべて完成，卓越の域に達 し得るものとした。すべての

物体あるいは人間は， この卓越 という機能を持つ もの と し

た。すなわち，眼のそれは見ることであり，ナイフのそれは

切れることであることなどであった。

これか ら，人聞の卓越性に関する一つの道徳哲 学 が生 れ

た。人間の卓越は論理的思考 ということにあ？た。この思考

能力において，人間は他の動物とは異なるのである。

ぎ気

惹鑑 １：
ドワ

覧
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しか し，ギ リシヤ人は同時にまた個人差をも認めた。すべ

ての人間には差異があ り，か くして，各個人は思考能力の外

に各自独得の卓越性を有ナる。そこで，人は， この他人 と異

る自らの卓越性を求め，長所や徳を養わねばならない。

ギリシヤ人の信条はゴ卓越性の追求は，それ 自身のためで

あって，利益のためではないとした。到達すべき完成の境地

がそれ自身のむ くいであった。行動それ自身が目的 で あ っ

て，他の目的のための手段ではなかった。

之 の点は，今 日の人間にと６て も大きな意義を持つ。われ

われの行動は，経済的社会的報酬のためではなく，ぞの行動

自身の楽しみや喜び，価値，周囲の者への益などのためでな

ければな らない。神が次のようにいわれたのも，この故をも
ぐ

ってである。 「……人は努あて善き業に従い，多 くの事をそ

の自由意志によ りて為 し，多 くの正 しき事を為 し遂 げ よ。」

（教義と聖約 ５９：２７）

人間の価値 と完全の可能性はわれわれのうけつ ぐキリス ト

教の所産 と一致する。キリス トの教えは，人間の個人的成長

と自己発達への努力を言い，人は，自らの才能，技能，徳を

最大限に養い， 自己表現， 自己実現，創造性の目標に向わね

ばならない。隣人を愛 し， 自己の地位や名誉を考えずに尽す

べきである。喜びは行なうことにあり，所有することにある

のではない。

さて問題はこの原則の日常生活への応用である。い くつか

の場合を挙げてその応用を考えてみよう。

職業 卓越の原則によると人の求める職業は自らの才能，

能力を発揮させる職業，金銭的報酬を抜きにして楽 しめる職

業でなければならない。・うんざりするような くり返 しや緊張

圧迫を伴 う職業 もあり，また自らの才能を発揮する職業を得

るに必要な訓練をうけていないこともしばしばである。

しか し，卓越の原則はまた職業観をも変える。 自分の仕事

に価恒ある有用な面を見出し，それに焦点を合わせるべきで

あり，また最善の仕事をなすべきである。その結果仕事はも

っと楽 しくなり，かつ有益なものとなるであろう。

家事 五十年，百年以前 と比べて，婦人の役割は大いに変

ってきた。教育程度は高 くなり，社会的関心は増 し，地域社

会，教会活動は大いに活発 となった６しかし， 自分の家庭に

しば りつけ られている余り社会的関心を発揮する場のなさを

かこつこともある。’

そこで再び卓越の原則を応 用 して，見方を変え，自分の

仕事を立派に果 し，そこに喜びを見出し，それを有益かつ楽
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しいものとすることができる。自分 と家族め生活とに喜び満

足，創造性をもた らして豊かにすることができるであろう。

家族関係 男女交際にあたって，「男子は美人の相手をえら

ぶのは，自分をよ くみせたいからでもあろうし，女性が大事

なダンスパーテーに出たい余 り，好きでもない相手と連れ立

って行 くこともあろう。また時に断る理由としては，相手 の

容ぼうとか，車が古いとか，踊 りが下手 とかいろいろあるだ

ろう。このような場合，問題は，他人 との交 りの内面的な喜

びよりも外的な長所が：重んぜられていることである。しかし

結局人は最愛の人を知 り，その人 と共にいるだけでも幸福だ

ということをさとる。この関係はそれ自身に価値があるので

ある。共にいることは， 目的のための手段ではなく， それこ

そ目的そのものである。

結婚は，上手な料理人や，経済的保障のためではない。も

う一人の者と生活を共にしようとする欲求か らである。

愛は，他人に施す助力や愛の報酬を求めるのではなく，人

間の本質的価値や自らのもつ行動に基いて，他人と行ないを

共にすることも含むのである。

教会活動・時々人は教会内の地位の報酬の故にその地位を

求めがちである。すなわち，人に 「見 られたい」と思う。友

人たちの前で誇 りたがる。遜るとか，人の僕にな る ど こ ろ

か，謙遜 と霊性のいつわりの仮面をかぶ りがちである。

卓越の原則に照 らして，われわれの教会活動の動機をここ

で反省 してみよう。 日曜学校や初等協会の教師の仕事や系図

委員会，定員会の会長会の責任などを心か ら楽しんでいるの

だろうか。または人に見 られるためとか，責任を持っていな

ければよく思われないからとかの理由ではないだろうか。奉

仕よりも報酬に心は向いていないだろうか。もしそうな らば

われわれは心 して 自分の動機をふ りかえ り，召 しの更に高い

価値ある面に目を向けねばならない。利益の故にではな く，

永遠の価値の故にわれわれの教会活動はあるのである。

人生すべてにわたって，職業，家族関係，対人関係，教会

活動などにおいて，価値ある特質を追求し，人生の意義ある

目標 と洞察力をして導きたらしめねばならない。その時にこ

そ，卓越は理想 となる，すなわちリビングス トンのいう 「人

をして，結果や偶発的な利益の故でなくして，善それ自身の

ために善を望ましめ，金銭 地位，権力などの低 き理想を去

りて，人間性の可能なる限 り最高のものにのみ満 足 せ しめ

る」理想となるのである。

し

、

】
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年 何千 とい う人 々が， 自分 の肉体 が癌 に冒 さ毎

れて，余 命 い くば くもな いのを知 り衝撃 を う

けて い る。 今 日癌 ほ ど恐 しい病 気 はま た とな い。 癌

細 胞 は人 間 に とって何 の役 に も立たず， その繁殖 力

に は恐 るべ き もの が ある。 それを抑 え る ことが で き

るよ うにな るまで，年 々多 数 の人 命 を癌が 奪 って行

くの は，実 に この いかん とも しがた い繁 殖 力 なので

あ る。 いつか， これ は解決 され るだ ろ う し， その結

果人 命 も救 わ れ るだろ う。 この希 望 の故 に， その時

を早 め よ うと して， 巨額 の金 と多 くの時間 が注 ぎ込

ま れて い るので あ る。

しか し， この ような努力 の さなか にあ って さえ も

っ と恐 しい癌， 魂 の癌 を はび こらせ る人が この社 会

に い るのであ る。 これ ら専 制君主 を 自任 す る者 は人

間 の情 慾 の解放 を要求 し，情 慾 のま まにふ け るのは

自然 で あ り， かつ 当然 で あ ると公 言す る。麻 薬類，

酒， いか がわ しい読 物， 背 徳等 々そのす すめ るもの

はｉ数限 りがなき・。

この悪 魔 の教 え に心 を と らえ られ る者 が若人 の間

に殊 の外 多 い。 この肉慾 が， や が て魂 その ものを食

いつ くさず にはおか な い癌 を発達 させて い る ことに

気 が つか ない。 これ らの いわ ば死 の商 人 た ちは人 間

の悪化 に対 す る最 大 の防備 のみ な らず， 進歩 の最 大 、

の鍵， す なわ ち 自制力 を も奪 って い るので あ る。 調

教を経 た馬 に値 が 出て くる ように， 人 間 も 自己の欲

望 を制 御す る時 に進歩 は よ り大 き くな る。

これ らの人 々は 肉慾 を宣 伝す るだ けで はな く， 自

制 克 已 は喜 びを失 わせ るこ とにな る と宣 べ て い るも

これ はは なはだ しい偽 りで あ り， 福音 と進 歩 の精 神

に反 す る。 ウオ ル ター・ス コ ッ トは これ に対 して「克

巳 を教 え， それ を喜 び とせ よ， さ らば， いか な る人

の夢想 だ にせぬ 高貴 な る運 命 は開か るべ し。」 と述

べて い る。 ス コッ ト．の言葉 の よ うに， 肉慾 を制 す る

こ とを知 る者 には，大 い な る力 が得 られ る。 情慾 へ

の叫 び に反 して，克 已は進歩 と喜 びへ の鍵 で あ る。

テそ ス ンは， 「ガ ラバ ド」 の中で， 「わが心清 けれ
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ば わが力十 人 に当 る。」 と言 って いる。

教会 の青 年男 女が しば し，．特 に克 已 の意 味 を考 え

るの もよい ことで あろ う。克 已に よ って， 人 はたや

す く怒 りを うつ さずゴ 邪 しまな患 いにか られず， 自

己溝 足 に溺 れず，情慾 の と りこ とな らな いので あ る。

マ ッケ イ大 管長 は克 已 を福 音 の中心 目的 の一つ と

され る。 「福 音 と億 何 か ？ それ を有 す る意義 は ？

その 目的 は ？ パ ウ ロは 「福 音 とは救 い に到 る神 の

力 な れ ばな り』 と述 べて い るが， 何か らの救 いか，

世 は何 よ りの救 いを求 め るか 。」 と自問 自答 して お

られ る。 「世 に必要 な救 いは， 一 つ には まず 動物 的

本能，情 慾，肉慾 の ひろい影響 力 か らの救 いであ る」

（ＴｒｅａｓｕｒｅｏｆＬｉｆｅ「人生 の宝」Ｐ．４３８）

車 已は， ここで人 生 目的 の中心 とされて い る。 ま

た， 主 の誠命 は特 に この動物 的本能 か らの救 い を 目

的 と して い ることがわ か るで あ ろ う。

「汝 ……愛 すべ し」 とい う神 のみ言葉 は
， そ しり

や怒 りの苦 しみ，不 幸 を さけ るため の も の で あ る

し， 正直 と，他 人 の美点 を み る気持 に よ って， 動物

的欲望 の充 足 を さけ るこ とがで きる。 （同書 ｐ．４３９）

知 恵 の言葉 を行 えば欲 望 の絆 を破 れ る し， 清 らか な

思 い， 純潔 な行 いはいや しい情 慾 を制 す るもので あ

う。 この よ うに して， 永遠 の結婚 とい う最高 の 関係

を持 つ資 格 を得，そ れ を行 うことが で き るのであ る。

ミル トンは， 克 已 につ いて考 えを述 べ て い る。

「自己の内 な る情 慾 と欲 望 と恐 怖 とを制 す る者 は
，

げ に王者 に も優 るな り。」 と。

この ことの真理 は， 歴史 を一 べつ すれ ば足 りる。

克 己の重要 性 は， ご く明確 に裏付 け され て いるか ら

で あ る。

モｒサ ヤ王 の子 ア ンモ ンは，王 位継 承者 で あ った

が， レーマ ン人へ の伝 道 のた め， そ の身 分 を す て

た。彼 は戦 い におい ては おそ るべ き勇 者で あ り」 主

の羊 を守 り， 敵 の腕 を切 り落 した話 は， その力 と勇

気 とを よ く物 語 って い る。 ア ンモ ンは欲 望 と誇 りを

制 す る ことを知 って いた。 その業 はた だ主 の御業 の

ためで あ った。．何千 とい う人 々に真 理 を知 らしあ，．

大 いに尊 敬 を うけた。克 已の故 に彼 は最 高 の喜 び，

王者 に ま さる喜 び を得 た ので あ った。 そ の喜 びは次

の如 く述 べ られて い る。

「私 は 自分 が取 るに足 ら．な い もので あ ることを知

１７８
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って い る。私 の能 力 は弱 い。 それで あ るか ら． 私 は

自分 の こ とを誇 らな いで ただ私 の神 の ことを誇 る。

それ は神．のた も う能力 に よ って何事 もす るこ とがで

きるか らで あ る。 ご らん， 私 た ちは この土地 で 多 く

の奇蹟 を行 ったが， 私 た ちは と こ しえに神 の御 名 に

この誉 を帰 して讃 美す る。 ごらん， 神 が地猿 の苦 痛

か ら救 い 出 した もうた私 た ちの同 胞 は， 何千人 とい

う数で はな いか。 これ らの者 は賄 いを与 う御方 の愛

につ いて讃 美 の歌 を唱 うよ うに な った。 これは ひ と

えに私 た ちの中 にあ る神 の御言 葉 の力 に よるので あ

る。 それ で あ るか ら， 私 た ちはお おい に喜 び楽 しま

な くて はな らぬ のでは ないか。 ま ことに神 は い と高

き神 にま しま して， 私 たちの 同胞を地 獄 の鎖 か ら解

き放 して下 さ った ので あ るか ら， 私 た ちは とこ しえ

に神 を讃美 しな けれ ばな らな い。 ‘ ・

、今私 たちは本 当 に喜 ぶ べ きでは ないか。 お よそ世

界 始 って この かた， 私 た ちほ ど喜 ば ねば な らぬ わ け

の あ る者 はな い。 私 は喜 びが浴 れて私 の神 に喜 びを

感 ず るよ うに な った。神 は こと ごと くの能力 と， こ

とご と くの智恵 とこと ごと くの知識 とを具え， 一切

の こ とを悟 り， 憐 み深 くま しま して， お よそ悔 い改

めて その御 名 を信ず る者 はみ な これ を救 いた もう。」

（アル マ２６：１２－ １４， ３５）

歴 史 は同 じ側 に満 ちてい るが， ここで はた だ ダ ビ

デの ことに ふれ るだ けで よいであ ろ う。 ダ ビデは そ

の放 縦 な欲 望 の故 に恵 みの座 か ら落 ちた。 そ れは，

欲 望 を制 した古え の ヨセ ブと好 対照 で あ って， 自制

の もた らす 幸福 の よい証で あ る。

教会 の若 人 た ちよ， 世界 が求 めて い るのは克 已の

人 々で あ り， 現代 は かつて なか った程 そ の力 を必要

と してい る。

こ こで心 に留 め るべ きは， 人 は情 慾 に ほ しいま ま

にふ け るよ うに な ると，社 会 に と って も， 神 に と っ

て も， 役 に立 た ない人間 とな るとい う ことで あ る。

真 に， 放 縦 に流 れ る人間 は奴隷 で ある。 ロバ ー ト・

バ ー トンは， 「汝 自身崇制 せ よ。 か くす るまで は奴

隷 に過 ぎず， 自 らの欲望 に属 す るは，他 人 の欲望 に

屈 す るに等 しけれ ばな り。」とい って い る。

世界 が何 をほあ そや そ うと，人 間 の価値， あなた

方 のそ して私共 の価値 は，．自制 と克 已に存 す るので

あ る。

婁

達

気

咽



、

大 いな る模範者

母 な るイブ
十二使徒評議員

マ リオ ン Ｇ ロ ム ニー長 老

ム この話をするよう扶助協会会長会に頼まれたことは大
ワ きな名誉であると共に

，大きな責任でもあります。特

に題は指定 されませんでしたが，教会内外の婦人にとって有

益なことをということであります。

そこで，聖典に現れている母なるイブの五つの偉大な特質

を申し上げてみることに致 しま した。

イブがこの世最初の婦人であり，人類の母であることはご

存 じの通 りであります。そこで私は，イブが扶助協会員と同

じく，すべての婦人が見ならうべき正 しい生き方の模範をな

した偉大な徳高き婦人であったことをお話 ししたいと思いま

す。

私がここで列挙する彼女の美点は∴

！．夫と労苦を共にしたこと

２，子孫を殖 レ地を満たす使命を果 したこと

３．夫 と共に祈ったこと

４．福音を学び，理解 し，感謝 したこと

５．夫と共に子供に福音を教えたこと

です。

この世の人間としてのイブを最初に述べているのは，高価

噺 漏 難 １瓢 出してより，’鯛 ，
先にわれ主の命 じたりし如 く，土地を耕 しすべての野の獣を

、

治め，彼の額の汗によりて食物を食うことを始めたり。而 し

て，妻なるイブもまことに彼と共に働きた り」 （モーセの書

５：１）

次のような主なる神の言葉の意味を二人が悟 った時，夫と

共にする労苦はどうしても必要 となったのでした。

「……地はあなたのためにのろわれ
，あなたは一生，苦 し

んで地から食物を取る。地はあなたのために，いばらとあざ

みとを生 じ………あなたは顔に汗 してパンを食べ，っ いに土

に帰 る。」 （創世記 ３ ：１７～１９）

雄々しい孤独な生活のたたかいの中でこの立派な婦人は夫

と苦労を共にしたのであ りますが， この共にしたということ

に特別な意味があります。それは肉体的労苦以上に，共通の

目的，理解，協力，愛を意味 しております。夫と労苦を共に

して，彼女は後世の婦人たちが仰 ぐべき模範をうち立てま し

た。

以来，妻の労苦の性格は変ってはきましたが，夫婦の本質

的な関係は変わりませんで した。やむを得ず家を離れて妻が

働かねばならぬ場合 も，それは独立 して，または夫に背いて

働 くべきではありません。 「妻なるイブもまことに彼と共 に

働きたり」という事の意味を，扶助協会員たる末 日聖徒の婦

人はよくかみしめて，自分もその徳を養 って頂きたい。末日

聖徒の家庭にあっては，夫と妻は一つであ ります。パウロは

言 っております。

「主にあっては，男なしには女はないし女なしには男はな

い。」 （１コリント １１：１１）

さて，その次に書かれてあることは，彼女が母 としての責

任を受けたことであります。

「アダムその妻を知 りて，妻アダムの息子娘 らを生み，そ

の子供たち殖えて地を満 し始めけり」（モーセの書 ５：２）

後にカインとアベルが生れました。 （モーセの書 ５：１６

－１７）また，セツと多 くの子供たちも生まれま した。アダム

はセツの誕生の後百年生きて，息子娘 らを生めりと聖典にあ

ります （モーセの書 ６：１０－１１）

神から与えられた子供を生むイブの，そして婦人たちの責

任を，今日軽んずる人が多 くあります。今 日の不潔な社会は

一方では不貞やその他の不道徳な行いをゆるしてすすめ，他

方では堕胎を合法化し，’人口調節をすすめ，あるいは実施 し

生命の機能を堕落させています。これ らの動きを 阻 ま ぬ 限

り， ソドムとゴモラの堕落が，・同じ悲劇的結末を幾度もくり

返すことであ りましょう。 ． 一

主は幾度も，このようなにぐむべきことをお責めになりま

した。十戒で，仙 上の垂訓で，パレスチナで，・また後にニー

ファイの民にも仰せになりま した。またこの現代の福音時代

の初めにも言われました。

１７９



教義 と聖約の５９章の中で， 「汝盗むなかれ，また姦淫を犯

すなかれ，また人を殺すなかれ」 と言われてから， 「また何

事にてもこれに類することを為すなかれ」 と意味深い一句を

加えてお られます。 これに類するものとは，聖句の中にはっ

きりとは示されてはいませんが，文脈か ら考えて，自発的堕

’胎なども含まれるでありましょう
。末 日聖徒の女性はこれら

の憎むべき風習に対 して，断固と立ち向わねばな りません。

扶助協会員は母イブと同 じく， 「生めよ殖えよ，地に満ち

よ漏の責任を持っています。イブがどのようにして神の誠命

に従ったかをみて， 自分たちも光栄への確実な道を見出せま

す。 ・

さて，第三の点はイブが夫 と共に神に祈ったことです。

「アダムとその妻イブ主の御名を呼びたるにエデンの園を

指 して行 く途のかなたより声聞えて彼 らに語 り給えるが，そ

の御顔は見えざりき。」 （モーセの書 ５：４）

これはこの世の人間の祈 りの初めての聖典記録 で あ りま

す。それはありきたりの状況の下でのありきたりの祈 りでは

ありませんでした。

エデンの園からの追放 と共に彼 らアダムとイブは神の御前

からも追放 されたのです。苦 しみと労苦と悲 しみによって彼

らは自身 と子供たちの生活の糧をようや く得たの で あ りま

す。現世の目的 も永遠の生命の計画 も知 らず，家族を育てる

諸問題にとりくんだのでありました。

おそらくは，困難 と絶望の余り，エデンの園での神との交

りを思い出 して，神を呼び求めたのでありましょう。これは

大きな決定でありました。というのは，祈 りは必要であった

ばかりではなく， しかもその必要を彼 らは，知 らなかったの

ですが，福音の知識と理解にとって，欠 くべからざるもので

ありま した。

祈 りを共にすることは，今 日永遠の道を家族 と共に歩む夫

婦にとって絶対に必要であります。賢妻たる婦人は，毎日の

家族の祈 りを高めるように家をととのえるでありましょう。

夫や家族 と共にひざまずき，主を呼び求める時，イブの模範

だけでな く，夫に善き業を勧めよとのジョセブ ・ス ミスの教

えにも従 うことになるのです。事実家族の祈 りは，永遠の生

命に向い家族の歩みをすすあるものであ ります。．

アダムとイブの祈りに応えて，主は誠命を二つ与 え ま し

た。曰 く， 「主なる汝 らの神を礼拝 し， （人間に与えられた

最初の祈 りの誠命）主に供物 としてその羊の群の中の初子を

捧 ぐべし。」 （モ「セの書 ５：５）

これらの誠命に従って，イブは福音の真理に対 して，強い

霊的，精神的理解力を示 しました。アダムは主の誠命に従い

ま．した。

「多 くの日を経て，主の天使一人 アダムに現われて言いけ

１８０ 一

るは，汝何故に主に犠牲を捧 ぐるやと，ア麦㌦彼に言いける

は，われその故を知 らず，ただ主の誠命に従うのみ。

（モーセの書 ５：６）

そして天使はアダムに福音を教え始め， アダムカ喉 える犠

牲はイエスが時の絶頂に捧げられる犠牲のひながたであり，

イエスは，天父の独 り子であると告げま した。

天使だけではなく，聖霊 も，そして，神御 自らの御声も彼

らを教えま した。前世，地球の創造， （アダム自ら加わった

のであるが，忘れてしまっていた），堕落， 現世の理由， キ

リス トの使命，福音の全計画，イエス ・キリス トへの信仰，

悔改め，罪のゆるしを受けるための水のバプテス々，聖霊の

賜物を受けるための火のバプテスマ，復活，不死不滅 と永遠

の生命， これ らのことを教わったので した。

「而 して主，われ らの父なるアダムと語 り終え給いし時，

アダム主に向いて呼ばわ りたるに，主のみたまによりとらえ

られ行きて水の中に引き込まれ，水中に沈められて，また水

の中よ り引き出されたり。か くの如 くアダムはバプテスマを

受け，神のみたま彼に下れり。か くして彼はみたまによりて

生れ，内なる人に於て生かされた り。而 してアダム天より語

る声を聞けり，曰く，見よ汝はわれにありてひとつなり。神

の子の一人なり。か くの如 く一切の者はわが子らとなるを得

ん。」（モーセの書 ６：６４－６６，６８）

この福音の計画はアダムにとって大きな知 らせであり，人

間がこの現世から神の御前に戻る道を示 したので あ りま し

た。

「その日，アダム神を讃めてみたまに満たされ， この世に

あるすべての巻族に就き予言 し始めて言いけるは，神の御名

は讃むべきかな。われ罪を犯せし故 にわが眼は開けたり。わ

れこの世に生きて悦びを受け，われまた再び肉体た在 りて神

を見ん。」 （モーセの書 ５：１０）

さてイブの方はどうだったでしょうよ

「彼の妻イブ，すべてこれらのことを聞き喜びて言いける

は， もしわれら罪を犯 さざりせば，われ ら子孫を得ざりしな

らん。また善悪の区別 も知 らず，われらの膿わるる喜びも知

らず，すべて従順なる者に神の賜わる永遠の生命も知 らざ り

しならん， と。」 （モーセの書 ５：１１）

婦人の言葉はむだが多いと人はよく言いますが，聖典の中

のこのイブの短い言葉程，内容と理解 と知恵に満 ちたものを

知 りません。天 と交った夫が受けた啓示をイブがどんなに理

解 し，受け入れ，感謝 したか，彼女の偉大な精神 と，気高い

性格 と；霊的な魂はその現れであります。

夫のうけた啓示をｉ妻が受け入れるのは必ず しも容易ではあ

りませんでした。サライアはり一ハイに不平を言いま した。

「父は幻に耽る人だと言い， ｒごらん，あなたは私たちを



先祖から受け嗣いだ土地か らつれ出 して来たので息子たちば

死んでしまった。私たちも荒野で死んでしま．う。」（１ニープ

アイ ５：２）

予言者ジ ョセフの妻 も同様で した。ある婦人方も御主人が

教会にいつも行きすぎると不平をお持ちでありましょう。

アダムとイブが福音のよきおとずれを聞いて味わった喜び

と幸福は仲々完全には理解 しがたいものであります。

エデンの園を去って久 しく，二人は試行錯誤で困難しつつ

物事を学びました。その苦 しみの最中にあっては，未だ救い

の計画も自分たちのとった行動の意義 も知 らない故に，イブ

は自らが招いたエデンの園からの追放を悔んだことでありま

しょう。それだけに福音が次々と啓示されるに従って彼女は

心をこめて聞き，応え，理解 し，信 じ，そして喜びを得たこ

とであ りま しょう。精神はそれを把握 し，霊は高 く天にも昇

る心地であ りま した。平安と歓喜の中で，その霊の感 じを次

のように言っています。

「……われら罪を犯 さざりせば，われら子孫を得ざりしな

らん。また善悪の区別も知 らず，われらの照わるる喜びも知

らず，すべて従順なる者に神の賜わる永遠の生命 も知 らざり

しならん。」 （モーセの書 ５ ：１１）

イブのように福音を学び理解 し，感謝できる婦人の夫や子

供は幸せであります。イブはこの点で最大の模範でした。

同じ彼女の模範が もう一つあります。夫と共に子供に福音

を教えたことです。

主はアダムに福音を啓示 して申しま した。
「彼 ら （汝が子等）成長 し始むるや，その心に罪を宿す。

而 して善きことを賞美するを知 らんがたら６に，苦きことを味

うな り。而 して彼 ら善悪を区別する力与え らる。然るが故に

彼等は自由意志を持つものなり。 （必ず しもそれを制御でき

ないが，教えることはできる）さればわれ汝 らに今一つの誠

命を与えたり。」 （モーセの書 ６：５５－５６）

そのもうＬ つの誠命 とは悔改めとゆるしでありました。

「この故に汝 らの子 らに教えよ。すなわちすべての人は何

所にあるもことごとく悔い改めざるべか らず。然 らざれば彼

ら決 して神の王国を嗣 ぐ能わず，汚れたる者は王国に住むこ

と能わず故にわれ汝 らに一つの誠命を与えてこれ らのことを

汝らの子 らに自由に教えしむ。

アダムとイブとは神の御名を讃め，息子娘 らにすべてのこ

とを知らしめたり。」 （モーセの書 ６：５７－５８，ｒ５：１２）

今 日，神はすべての両親たちにアダムとイブのこの模範 に

従うようにすすめています。１８３１年１１月に主は言われていま

す。

「またシオンまたは組織せられたるシオンのステーキ部内

にて子供を有する両親あらば，その子供八才の時，悔改め，

生ける神の子キリス トの信仰，バプテスマと按手による聖霊

の賜などの教義を教えて理解せしめざれば，罪その両親の頭

に留るべ し。

およそシオン，又はその組織 されたるステーキ部内に住め

る者の律法か くの如 く。また両親はその子供たちに祈 ること

と，主の前に正 しく歩むこととを教えざるべからず。」 （教

義と聖約 ６８：２５，２６，２８）

さて終わりに串し上 げますが，将来，あなた方が，母イブ

に思いをはせ，その夫への協力，地を満たす使命の達成 福

音の勉強と理解，子供への福音の教えなどを憶え， そして，

その模範に従って下さいますならば，この話をした甲斐があ

ったと存 じます。

神の祝福）をイエス ・キリス トの御名により，お祈 り致 しま

す。． アーメン

お 料 理 メ モ ．

フ ロ レ ン ス Ｂ． ピ ノ ッ ク

～

！
旨

【

最 近の料理の本は酒 類の使用を多 く挙要としているので・困るという声をよく耳にします・ よい献立はぜひ利用して見
た い もの な の で す が， あ い に く酒 類 は全 然 家 に置 いて い な いの で ， 代 りと して 何 を用 い るか 考 え られ る こ とが あ るで し

ょう。 そ れ で少 し ヒ ン トを さ しあ げ ます 。 、 ・

酒 類 を調 理 に用 い るに は三 つ の理 由 が あ りま す 。 第 １は 風 味 を つ け る こ と。 第 ２は 肉 を柔 か くす る た め， 第 ３は ケ ー キや ク

ッキ ー に しめ り気 を与 え るた あ で す。 風 味 は び ん入 りの香 料 で 間 に合 い ま す。 マ リネー ドに つ け て 肉 を柔 か くす る の は ち ょっ

とや っか い で す 。 そ の働 きを す るの は アル コー ル中 の酸 です ので ， リン ゴサ イ ダ ー （リンゴ の果 汁 か らｒ）くる） レモ ンジ ュ ー

ス， 酢 な どを 代 用 す る こ とが で きま す。 白 グ レー プ ジ ュー ス も結 構 で す 。

甘 味 の な い ブ ドウ酒 の 使用 を要 す る時 は， 甘 味 の な い もの で代 用 しな けれ ば な りま ぜ ん。 エ ビの汁 を この た め に使 う人 もい

ます 。 オ レン ジ ジ ュ ー ス， グ レ ー プジ ュー スの よ うな果 汁 は， フ ル ー ツ ケ ー キ， ク ッキ ー， デ ザ ー ト類 に用 い る プ ドー酒 の代

りに な りま す。 色 の こ い， 味 の濃厚 な フル ーツ ケ ー キ に しめ り気 をっ け る時 は， 色 の こい グ レ ープ ジ ュー ス に布 巾 を浸 して，

そ れ で包 ん で下 さ いｇ 白色 の フル ー ツケ ー キ の 場 合 は， 白 グ レー プ ジ ュー スが 適 して い ま す 。

白 グ レー プ ジ ュ ー ス は ま た， ７ル ー ツ カ クテ ル に注 ぎ か け て も結 構 です 。 リン ゴサ イ ダ ーは ， チ ーズ フオ ンデ ュの た め の ビ

ー一ル や プ ドー酒 の代 り とな ります し， ユ ン ソ ヌや ブ イ 自 ンで代 用 で き る料 理 もあ ります 。 これ らに レモ ンジ ュー ス を 加 え る と

風 味 が 一 層 ひ きた ち， 塩 気 を と ります 。 ｒ １ 岳
、
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「君 たちが この試験 の間 不正行 為 を しな いよ うに

見 張 って い ます」 そ して 「君達 の正 直 に期 待 して監

督 は しない こ とに しま しょう」 この二 つ の教 師の言

葉 の どち らに望 ま しい反応 が起 るか 。

「坊 や
， 夜一 人 ぼ っちなの は今 夜 初 めてだ け ど，

こわが って はい けない よ。」 「明 日まで の宿 題 は次 の

章 を読 む ことで す。 お願 いだ か らや って きて くれ る

ね 。」

親 や教 師 と して しば しば暗示 の力 を低 く見 が ちで

あ る。 す るな といえ ば き っとす る人 が時 々い るもの

で あ る。 こわ が らないで と子供 に言 った母 親 は， 実

は 自分 な らこわが るだ ろ うと暗 示 して い る の で あ

り， 言 われ た子 は，母 のその 「期待」 を知 るまで，

こわが るな ど と考 え も しな いので あ る。

あ るセ ミナ リーの教 師 は，なぜ皆 が遅 刻す るのか，

わ か らなか った。慎 重 に分 析 して考 えてみ ると， 自・

分 が暗 に期待 して い る ことに思 いつ いた。 また あ る

日曜学校 の教 師 はなぜ男 の子 た ちは女 の子 の よ うに

１

童

１

覇

菰

あ な た の 期 待 は ？
●

ミ ル フ オ ー ド Ｃ． コ ッ ト レ ル 静かに教室に入 ってきて席に座 ることがで きないの

か と思 っていた。だが これ も後に女 の子 も男の子 も

それぞれ自分が期待 される通 りに行動 していた とい

うことがわか った。

このような例で， われわれの期待が，時によくな

い行動を誘発することがわか る。

積極的な期待 と行動に同様な影響 を及ぼす。ある
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大 人 とな った若 者が 父親 に話 して いた。 「僕 た ちが

聖餐 式 に行 った のは， お父 さん， お母 さん の期 待 が

あ ったか らで す 。」

た とえ，直 接 口に出 して言 わ な くと も， その期待

は子供 た ちが感 じ，「応 えたので あ った。

いつ も神 権会 に出席 す る父 を持つ 息子 の場 合，１２

才 に近 ず くに従 って， 父や監 督 が， 神権 に伴 う期 待

を話 してや る。執 事 にな って最 初 の 日曜 日， 父 は，

「時間 だよ」 と云 ってや り
， これが いつ も続 く。 息

子 は父 の期 待 を感 じ， 責任 を進 んで うけ るよ うに な

る。 （や が て， 自分 が 目覚 しをか けて お くよ うにな

り， 父 が うっか り寝 す ごす と， 神 権会 に行 かな いの

な どと聞 いた りす る。）

ステ ーキ部監 督会 議 の席 上， あ る監 督 が， 聞かれ

た。 「君 の所で は，補 助 組織 の責任 に召 され た人 々

は実 に よ くや って い るけ ど， その秘訣 は 何 だね 。」

と。 その答 は， 監督 会 が面接 の際， 必ず，ゴ召を受 け

た者 に対 す る 自分 たちの期 待 の気 持 を伝 え るの で あ

る と云 った。 その 当人 及 び能力 に対 す る信 頼 を表 明

す ると共 に， その期 待が果 され ない時 は， 他 の人 を

そ の仕事 につ けた い と云 うので あ った。他 の監 督 た

ち も認 めた のであ るが， 人 を召 す時， 「あ ま り時間

はかか りませ んか ら」 と しば しば言 うことがあ る。

そ の結 果 として， 多 くの人 々は時 間 をそ あ仕 事 に注

ぎ こ もうとは しない ので あ る。

あ る親 た ちは 「伝道 資金 」 と称 す る貯 金 を子供 の

名で積 み立 てて い る。 そ の理 由は二 つ あ る。 一 つ は 、

そ の時 々ゴに な って の経済 的負担 の軽 減 であ る ことが

明 らかで あ る。 第二 の理 由 はそれ程 明 らかで は ない

がそれ は子供 た ちが幼少 の時 か ら伝道 に行 くこ とを

期 待 されて い る とい う気 持 を もたせ るためで あ る。

その期待 の故 に， また 自分 自身，福 音 を学 び誠命 に

従 う ことに よ って準備 をす る期待 が あ る。 この よ う

に して育 った人 は伝道 を すすん で うけ，入れ， 十分 な

準 備 の故 に，芝 ぐれ た宣教 師 とな るので あ る。

あ る西部 の大学 で，一 人 の教 師が最 終試験 の時 ，

不 正行 為 を 「予期 」 して い る ことを示 した。 机 の上

に立 って， 受験 中 の学 生 を よ く見 張 った。 あんの じ

ょう， 学 生 たちは その予期 に応 え て， 彼 の 目前で，

工夫 した種 々の方 法で相互 援 助 を図 った の で あ っ

た。

ブ リガム ・ヤ ング大 学で は，試験 中， 教 師 は説 明

な どで必要 な時以 外， 教室 に はいな い。 故 に ＢＹＵ

で は不 正行 為 の率 が 目立 って低 いの も故 ある こ とで

あ る。学 生 た ちが期 待 に応 え るその結果 なので あ ろ

う。

立派 な教 師 た ちは この期 待す る気持 を学 生 に伝え

る方 法を いろ いろ考 えて成功 を収 めて きた。 例 え ば

あ る問題行 為 の生徒 の処理 で あ るが， 教室 に授 業後

数分残 って くれ と云 い， それ か ら， そ の行 いが教室

で は望 ま しくな い と告 げて， 直す方 法 を二三， 例 え

ば教 師 が親， 監督， 日曜学校 会長 と話 し合 うとか，

を云 って み る。 それ か ら生徒 自身 の考 え を聞 くと，

お そ ら く自分 が行 いを変 え る と云 い出す だ ろ う。 も

し自分 か ら云 い 出 さな ければ， 教 師の方 で云 って，

い ろい ろ書 き出 し， どれ を とるか 尋 ね て み る。通

常， 自分 の行 いを改 め る よ うにす るもので あ る。 そ

うい う時， それ が一 番良 い とい ってや るこ とで あ る

が， もしそれが だ めな ら，他 の道 を とらね ば な らな

い こ とを は っき りさせ て お く必要 が あ る。

この よ うに して問題 を処理 して，生 徒 が教 師 との

間 に， 互 い に何 を期 待 し得 るか を知 らせ る ことが大

切 であ る。 ただ し，注 意 を一言 ， とこ とん までや る

気 が ない のな ら， こ うすれ ば こ うす るぞ とお ど した

り， また は約 束 を しない ことで あ る。 生徒 も当然 教

師の行 い に期 待 す るので， 教師 が本気 で言 うのでな

けれ ば， 困難 を生 ず るので あ る。

人 に 自分 の期 待通 りの 人聞で あ る よ うに接 してや

る こと， そ うす れ ば， 必 ず期待 に応 え る も の で あ

る。
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大 人 の 日 曜 学 校

またパンを取 り感謝 してこれをさき弟子たちに与えて言わ

れた， 「これは，あなたがたのために与えるわたしのか らだ

である。わた しを記念するたあ， このように行いなさい。」

（ルカ ２２：１９）

子 供 の 日 曜 学 校

イ エ ス は言 われ た， 「心 を つ く し，精 神 を つ くし， 思 い を

つ くして， 主 な るあ な た の神 を 愛 せ よ 。」 （マ タ イ ２２：３７）

聖 餐 会 の 前 奏 曲

ＤＥＬＭＡＲ Ｈ． ＤＩＣＫＳＯＮ

き
③

」

ｏ

」
葎

き

忠 実 な る 信 仰

私 は父 の教訓 を決 して忘 れ ない。 あ る 日われ われ子供 た ちは乾 草 の畠で働 いてい た。乾草 を九 回馬 車 で納

屋 に運 んで か ら，十 回 目を 同 じよ うに運 ぼ うと畠 に戻 つ た時父 が言 った。 「もっと北 の方 へ行 きな さい。 そ

この草 の方 が よいか ら。」 私 は言 った 「こち らか ら順 番 に と って行 け ばい いで し ょう」 その方 が よい と思 っ

たので あ った。

ど っちに して も野草 なので たい した こ とで はな いだ ろ うと。

「いや， チモ シー （優良 な牧 草） が草 々に混 じって い る北 の方へ行 きな さい。 これ は什分 の一 の分 なん だ

よ。」

「で も一 番良 いので な くて もいいんで し ょう。」

「一 番良 いので も神 様 に上等 す ぎ るこ とは ないん だ よ。Ｊ

これは今 まで 聞い た どん な什分 の一 の説教 に もま さ った教 えだ った。 乾 草 の価 はわず かで はあ った が， 父

の精神 がわ れわれ に与 えた影響 は大 な るものが あ った。

デ ビ ド α マ ッケ イ大 管 長

（Ｔｒｕｅｔｏ ｔｈｅＦａｉ止 ｐ。１１５－ １１６）
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ク ロ ー ビ ス

支 部 の 信 仰

バ ー ジ ル Ｎ． コ バ レ ン コ

、

部諸 州伝 道部 の クロー ビス支 部 のゲ ー リーＢ．西

ラン ドバ ー ク支部 長 が あ る 日曜 の朝， 神権 会

に一 つ の問 題 を出 した ので あ る。

「兄 弟達 よ」彼 は言 った
。 「’今困 った問題 が あ り

ます。 当教会 堂 の第 二期工 事 が始 って数 ケ月 にな り

ますが， 神権 会 の皆 さん か らは， お願 い した協 力 を

快 く頂 いて来 ま した。 と ころで， 建 築宣 教 師 は転 勤

し， 建 築監 督 も解 任 され た今， まだ ２０００平 方 メー

トル余 りの芝 生 を植 え ねば な らず， そ のため に， そ

の全 面積 を 耕 さね ば な りませ ん。 毎週 末， 男手 を教 ヒ

会 堂 に と られ るの は どん なに各家 庭 に さ しつか え る

か よ く判 りますが， しか し， 献堂 式 に間 に合 わせ る

に は，一 体 ど う した らよいか 。正直 な と ころ ち ょ っ

と判 りませ ん。 何 か よい考 え はないで し ょうか 。」

部屋 中の兄 弟 たち は黙 って 座 って，建 築 に奉仕 し

て家 を空 けた時 間 を数 え， また一 方， 教会堂 完成 の

強 い望 みを も考 えた。 い ろい ろ意見 や 提 案 が 出 さ

れ， 徹 底的 に討議 が され た結果， 次 の土 曜 日一 日中

を神権会 全体 の仕 事会 とす る案 に きま った。 しか し

そ の 日はあ いに くと軍 隊記念 日で， 多 くの会 員 た ち

は近 くの空軍 基地 に勤 めな ければ な ら な か っ た。

これ をあ る会 員 た ちが述 べた時， 第 二副 支 部長 が立

って言 った 。「一週 間建 築 を休 みに して，各 家 庭 でみ

ん なで週末 をゆ っ くり過 して，翌 週 仕事会 を した ら

どうで しょう。」そ の翌週 は戦没 将兵 記念 日が あ るの
　 　し

で週末には休 日が三 日つづ くし， その方が仕事の計

画 には好都合ではないだろ うかという案であった。

種 々の案 を討議 してか ら， ラン ドバーグ支部長は

言 った。 「これを神権会ばか りではな く支部全体へ

の正式な動議 としよう。家族仕事会の 日として建築

資金食事会 も兼ねよう。姉妹たちには食事の用意を

お願い し，駐車場に食卓 をおきま しよう。」

支部長は続 けて，全支部会員に ５月２７日の金曜 日
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聖

・ … あ た か も警 告 の よ うに一 陣 の風 が 起 り， 時 の 迫 って い るの を 告 げ た ・ 。 ・ ・

碓朝食時か ら５月２７日土曜 日の朝食 まで断傘 と祈 り

を す るよ うにお願 い を した。 この ことは神権 会 と聖

餐式 の両方 で満 場一 致 で受 け入 れ られ た。

と ころが，支 部 の問題 は増 加す る一方 だ った。 天

候 の問題で あ った。 こ こは ニ ュー メキ シ コ州 東部 で

いつ も風 が烈 しく， 時 には風速 毎時 ８８ｋｍ に も達 す

る ことが あ った。 こん な悪 条件下 で は，小 さな土地

で も肥 料 や種子 をま くことは不 可能 で あ り， ま して

２０００平方 メー トル とな ると全 くこれ はで きない相談

で あ った。何週 間 も雨一 滴 もな く， 土 の表面 は風 と

日光 とで， か んか んに乾 いて いた。

支部 会員 たちの祈 りには真 剣な雨 乞 の祈 りも こめ

られたが， 同時 に土 曜 日の快適 な仕 事 日の条件 も祈

られた ので あ った。

仕 事会 の前 の水曜 日は， 空 は晴 れ渡 り， 雲一 つ 見

え なか った。二 人 の兄弟 た ちが，午 後 と夕方 水 をま

こうと して いた。 ところが程 な く空を黒 雲が お おい

始 め， 雷 が一 しき り鳴つ た と思 う間 もな く，猛 烈 な

雨 が降 って来 た。 その夜 もそ して木 曜 日の昼 夜雨 は

降 り続 き， 金 曜 日の午前 は更 に烈 し くな る見 込 で あ

った。

ラン ドバ ーグ支 部 長 が金曜 日の朝 仕事 に出 る時，

暗 い雲 にお おわれ た空 を見上 げて祈 った。 「あ りが

た い ことに 雨は も う十 分頂 きま した。草 を植 えて し

ま うまで雨 はけ っ こうで ござい ます。金 曜 日は今 ま

で の雨 が地 面 に しみ通 る 日と して下 さいご」 そ の 日

の午後 と夕方，電 光 が地平 線 か ら地 平線 へ とひ らめ

き， そ して ク ロー ビスの雨 は止 んで いた。風 が 出て

きて， 高温 と風 が た ま って い る水 を あ らか た蒸発 さ

せ て い た。 その夜， ク ロー ビ ス支部 の 多 くの会員 た

ちが感 謝 の祈 りと共 に土 曜 日の好天 を祈 ったので あ

った。

土 曜 日の朝 ５時 半兄 弟 た ちが 数人 くわや熊 手 な ど

１８６

道具 を もって教 会 へや って来 た。太 陽 は もう昇 りか

け， 風 は止 んで い売 。 それか ら会 員 た ちが続 々とや

って来 た。や がて仕 事 が始 あ られ， 子供 た ち も雑草

や石 ころや屑 を運 んだ。 トラクタ， が プ ラ ウ を ひ

き， 一輪 手車 な どが忙 し く行 き交 った。姉 妹 た ち も

食事 会 の準備 に忙 しか った。 正：午 にな った時， ラン

ドバ ー ク支部長 は子供 の 日曜学 校教 室 に 集 合 を 頼

み， そ こで彼 は この 自然 の力 の不 思議 な常 な らぬ働

きを一 つ ずつ物 語 った ので あ った。 それ か ら皆 は ひ

ざまず いて感謝 の祈 りを しま し ょうとい う支部 長 の

声 に， １５０人以 上 の会 員 がへ り下 って感謝 の祈 りに

心 を一つ に して ひざ まず い たので あ った。

これ程支 部 の食事会 が お い しか った 乙とは なか っ

た。 食後 ま た皆 は仕事 に戻 り， そ して 当然 の事 だ が

お昼 ののん び り した くつ ろ ぎで， 仕 事 の調子 が落 ち

て きた。 そ の時， あたか も警告 の よ うに一 陣 の風 が

起 り， 時 の迫 って い るのを告 げた。 言 い合 せ た よ う

に， 皆 が空 を仰 ぐと， 再 び黒雲 がか げ り 始 め て い

た。、あ とは， 少 しばか り種子 を まし｝て肥 料 をや り，

熊手 で な ら して ロー ラーで お さえ るだ けだ った。 そ

れ も速か に片 ず き， 構 内 も建 物 もきれ いに 掃 除が す

み， 仕事 会 は終 った。

そ の夕方 パフ。テ スマの会 の予定 で あ った。 日中奉

仕 して くれ た二人 の軍人 が教 会 に入 るので あ った。

そ の会 の進行 中， 風が吹 き出 し雨 が降 って きた。

後 にな って教会 堂 の近 くの会員 た ちは， あん な変

った雨 は ク ロー ビスで は初 めて だ った とい った。雨

雲 は教会 堂 の地区 に のみ垂 れ こめて，雨 は聖 徒 た ち

の努力 を最 後 に祝 福 して い るか の よ うで あ った。 そ

して， 町の反 対側 の会員 た ちは一滴 も雨 が なか った

と言 った。

そ の四ケ月 後， １９６６年 ９月， 西部 諸 州伝道 部バ ァ

ール Ｆ．ス コ ッ ト伝道部長 が クロー ビス支部 を会 場

と して開 かれ た地方 部大会 で献 堂 の祈 りを捧 げ た時

支部 の会員 たちの夢 と祈 りは遂 に豊 か に実 った ので

あ つたｂ

、

陽ｉ

ｑ

極

峯

｛

　

１
む　

毒

碁

塾

笥

４



７

よ

、

ヒ

！

「

｝

か ら っ ぽ

本 立

の ない粉 ふ るい， イ ン クの な い ペ ン， ま き の な い暖 炉

粉
か らっぼの本立， どれも無用の長物である。つまらな

いものしかのっていない書棚ならともかく，ぽつんとか らっ

ぽの本立程わびしい光景はないものである。

例え持主をよく知 らなくて も，どこかの家の．中に入って立

派な蔵書が各室に満ちているのを見れば，その持主のような

友を持ちたいと願 うことであろう。家は使 って初めて家庭 と

なるのであり，そしてその一部は書籍が果すのである。台所

の天火は人の飢を満た し，壁一杯に並んだ本は人の精神的要

求を充すのである。

昔，ある少年がこう言 った。 「僕はいつか百万冊 も本を持

ちたいです。お父さんか ら初めていただいたものは本でした。

僕が生まれてす ぐお父さんは本を一冊買ってお母さんにおっ

しゃいま した。 『これはこの子の本だよ」」何 というす ば ら

しい贈物であろう。 どこへで も，行きたいところへ， この本

をつれてゆ くことであろう。

親は子供の手をとって知識の源へと導かねばならない。親

たる者は，子供たちを公共図書館へ連れて行 ったことがある
、

だろうか。熱心にそうすれば，図書館の中での楽 しみが習慣

となるであろう。図書館の児童書の一門には独得の匂いがあ

る。それはクリスマスの朝と誕生日が大好 きな人々の入 り混

った匂いである。目を閉 じるとその匂いがしのばれジそして

また，突然大人か ら，図書館の中に一人ぼっちで残 されてお

昼までそこに居なさいと云われた時の喜びを想像できるであ

ろう。幾十列 もの本を見渡 して二三冊をえ らび，低い机の小

さな椅子の所へ行って， しば しこの世を忘れる。二三度は机

の所にいる係の女の人を見ては，こんなにすてきな仕事がこ

の世の中で選べたとはと感心することであろう。その女の人

も本が好きなのである。

本は生き物である。すなわち人間がそうするのである。本

は愛の，まもりの，楽 しみの，探究の，そして使い尽す対象

である。本は子供たちに与えるすば．らしい報酬 となる。慎重

に選んだ本は最も親 しい贈 りものとなる。 ．

本の中には２４金の貴重な宝がある。ページを一めくりすれ

ば，ギ リシャがあり，チリーがあり，アラスカがある。

本の中の世界で， 自分は大科学者に，大芸術家に，大コッ

ク長に，大バレリーナに，大スキーヤーに，椅子に坐 りなが

らにしてなれる。コロンブス，クック，バードたちと共に世

界の探険ができる。２５００年の未来に夢をはせ，著者 と共に科

学の驚異を味わえるし，また未来から離れて過去の歴史にわ

け入 り，物事の成 り立ちを知 ることもできよう。読書は山の

上か らの眺めのようなものであり，本が連れて行って くれる

所 はみな 「現在」なのである。

本のページからは，夢や勇気や慰めが得 られる。目が文字

を追 う時，考えることを学び，そこに書かれた思想を把握す

る。また鉛筆を手にして，内容に集中するのもよかろうし，

興奮 しては消ゴムをがみきることもあろう。

読書は変化に富む友であ り，他人の考えや行動を知ること

は，この移 り変 りの激しい世界に適応 して行 く助けとなるρ

またそれは，具体的選択のための知識を与える。正直な自分

自身の意見を持つために，物事の一面のみにとらわれず，新

しい考えを恐れてはならない。

勉強 と読書は常に， 「備え」させる。年をとる幸せな道で

あり，新鮮な考えが心の活動をいつも促 し，思考力，推理力

学習能力を育てる。毎日の読書は人を安定させ，話題を与え

る。 自分の持たぬものを人に与えられないものである。他人

の老えを集めよ。読書家は与える者 となり，興味深い，物 し

りの，そして人に刺戟を与える人物 となるのである。

、 １８ア
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大きな問題について御協力をお願い したいと存 じます。

今まで伝道に出る事は生涯の望みで したが，今私 と恋人は結

婚 したいと思っております。私は大学一年に在学中です。

答 あ な た に個 人 的 な返 事 が も う行 った こ とで し ょ うが，

あ る宣 教 師 が 同 じ問 題 に直 面 した 弟 に送 っ た手 紙 が あ

ります 。 あ な た も， 他 の人 々 も き っ と読 み た い こ とで

し ょ う。 よ く読 んで ， よ く考 えて 下 さ い。

親愛なるボブへ

助言を求める君の手紙だったが，相談にのれ る資格がぼ

くにあるかどうかは疑わ しい。 しか し，君の立場はよく判

ると思 う。 「問題」といわずに 「立場」と云ったが，その

訳は， これは普通の意味での問題ではないか らだ。問題 に

直面 しているのは相手の女性であり，君の標準を受け入れ

るか否かの決断に迫 られているからだ。

教会の標準は世界最高のもめだ。真の教会だか らである。

両親から正 しい教育を受けたぼ くたちは正 しいこと，誤っ

たことを知っている。さて，君は主が第一であり，伝道に

出るのが正 しいことだとこたえている。だか ら僕の見方で

は君には真の問題はない。

ところで君は今まで相手によく話をして，自分の教会の

立場を説明 しただろうか。まず自分が模範を示 したまえ。

１８８

彼女に自分が伝道の準備を していることを， ２年ない し２

年半留守にすることを打ちあけて，それから，彼女 自身の

決心にまかせたまえ。

正 しいこと，まちがっていることのどちらかをとるとい

う問題が来たのは君の祈 りが答え られた結果だと思 う。知

恵を求めて祈る時，主は，克服すべき問題を与え給い，そ

の結果入間は知恵を得る。伝道を犠牲に してまで結婚する

に値いする女性はいないものだ。また，真に福音が判って

いる人ならそんなことはさせないだろう。 もう少 し先を考

え自分でこれを自覚 しているかどうか考えて見たらどうだ

ろう。今は何故このような道の選び方をせねばならないか

完全には判 らないかも知れないが，いったん伝道に出てみ

れば，それがどんなにすば らしく大切なものかがきっと判

るだろう。

君 と教会がこの女性にとってどんな意義をもっているか

知 ることだ。 もし君に，主に仕える信仰があるなら二人に

とって万事がうま くゆ くということを見通 し，理解するだ

ける力が彼女にあるであろうか。常に祈 り，また母に相談

したまえ。どんなに望みが暗 く見えようとも，神の国を第

一に求めるなら，万事道は開けるだろう。

もっと聞きたいことがあるなら，遠慮な く云 ってほしい

兄弟はそのためにいるんだからね。

愛をこめて

ポールより

７
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デ イ・ビ イ 養翻
羽の あひるが， くね くね した道を歩

充 いて今 日もおよぎに行 くところで し

た。一羽 は白，七羽 はち ゃ色 ，そ してデ イ

ビイはいつ もの とお り， いちばん ビ リで し

た。

白 いあ ひるの ドー ラは しん じゅの ような

羽 で，足 はほっそ りときん色 で した。足の

先 は おひさまの ようなみ かん色で， ドー ラ

はほん とうにきれ いで した。 ドー ラはそれ

をよ く知 って いて， いつ もせ ん とうを歩 き

ま した。

れつの さいごはデイ ビイで一人ぼ っち，

それ はみんな足のせ いで した。

ものす ごく大 きな足で， かえるの子はは

す の葉 とま ちがえた くらいで した。 うっか

りこのなみはずれて大 きな足 を わ す れ た

時， デ イビイはよ くひ っ くりかえ っては，

時 々 くちば しを どうの中 につ っこんだ り，

頭 をけが した りして， ちゃ色 のあひるたち

にげ らげ らわ らわれ るので した。 きど りや

の ドー ラははな さきで フンとわらった りし

ます。 デイ ビイはそんな ドー ラにとて もは

らが たちま した。

この 日は とて もよいお天気で した。 おひ

さまはて りかが やき， 鳥は さえず り， ち ょ

うち ょは花 にとま っていま した。

しか しか わいそ うなデ イビイにはな にも

見え ませんで した。 ただつまず いて ころば

ない ように気 をつ けて， 一人で とぼ とぼ歩

いて行 くので した。 こんどは ころび ません

で したが， あま りゆっ くりなので，ず っと

みなか らお くれて しまいま した。みな はと

っ くに池 について いま した。

ドー ラはず一 っと池 に入 り，まるで まっ

しろな ヨッ トのよ うに水 の上 をすべ って行

きま した。 その う しろ にち ゃ色 のあひ るが

ち ゃ色 のボー トのよ うにつづ きま した。 デ

イ ビイは池 につ くな り，ば しゃん とつめたご．

い水 におちて しまいま した。

（４０ ）
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しっぽ をもちあげ，頭 を水 につ っこみ，

デ イビイはいい気持で ほて った足 をひや し

ました。足 は水 の中で だれにも見 えないの

です っか り喜 びま した。

ところが， その時 なにか聞えま した。大

さわ ぎにな って あのきれいな ドー ラが羽 を

ばたつかせて は， ガー ガー わめいていま し

た。

そのまわ りを ちゃ色 のあひるた ちが，な

に もしよ うとせずに，ただ ぐる ぐるおよぎ

まわ ってい るばか りで した。 それ しか考 え

つかないのです。

ドー ラのガーガー声 はゴロゴロいう音 に

かわ りま した。 白いはねが三本ぬけて水の

上 に うかびま した。 七羽の ちゃ色のあ ひる

は， ただ もうび っくりして しまつて，す っ

か り頭 にきて しまいま した。

死 にもの ぐるいで水 をかいて， き しべ の

くさむ らの中に七羽ぜ んぶ が とび こんでか

くれて しまいま した。 しか しデイ ビイだけ

はちが いま した。

「じっと して なさい。今行 くか らね。」ぐ

つた り して いる ドー ラに呼 びかけて， おお

い そぎで その そば にいきま した。大 きな足

をそろえて，ふか くじっとも ぐって行 くと

ドー ラを しっか りつか まえて いる草 の根 ま

で おりて行 きま した。

デ イビイの足 はシ ャベルのようにどうを

のけ，草をひ きあげ ると， ドー ラはや っと

自由にな りま した。

すいめんまではずいぶんあ りま した。や

っとの思 いでかおを出す と，そのま まそ こ

に ういていま した。頭 は ぐった り，つかれ

たけれど， なん としあわせだ った ことで し

ょう。 ゆ っくりやすんでか ら，デ イビイは

池 のふちにおよいで行 くと， ドー ラがぴ っ

た りうしろか らついて きま した。 そ してあ

の七羽 のち ゃ色 のあひ るが，そのあ とにち

ゃん とつ いていま した。

へ ●～
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の醒 つ
１９６８年 ８月 号 こどものた め

「マ ；欝 葱蹴 諦 語

か 。」 仕 事 台 の上 にか が み こん で い た 老 人

に， ホ ア ンは ほほ え み か け ま した 。

「元 気 で す と も」 マル テ ィネ ス さん は
，

仕 事 の手 を休 めて 言 いま した 。 「さあ ，今 つ

くって い る この ベ ル トを み て ご らん ， この

た い せ つ な 子
」
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もその途中で友だ ちや きん じょの人 にあ い

さつす るのです。

しか し， きょ うのホア ンの顔 は， ちょっ

ぴ り悲 しそ うで した。 「マル ティネス お じ

さ／４ ）よ うに りっぱな皮 細工がで きた らな

あ。 そ した ら少 しは大 切なえ らい人 にな っ

た気 がす るんだけ ど。 この村で いちばんえ

らいのは何 とい って もマ ルテ ィネスお じさ

んだか らなあ 。」けれ ど， 間もな くその気持

はきえま した。 ガルシヤおば さんが きれい

な干 しれんがの家か ら出てきたのです。 ホ

ア ンは大声で言 いま した。 「ガル シヤ お ば

さん， おはようございます 。」「おや ホア ン

だね 。」 うれ しそうにおば さんが いい ま し

た。「くるのを待 っていたん だ よ。 き ょう

は市場 の日なのでね， このか ごにち ょっと

手 をか してお くれでないか。 ベニ トのせ な

か にの っけるんだけ どね 。」小 さ な ち ゃい

ろの ロバのべニ トは，ガル シヤおば さんを

ホア ンがてつだ ってか ごをせ なかにのせ る

間， じっと立 って待 って いま した。 小 さな

ロバにお もににな らな いよ うに， き ちん と

平均 を とらなければな りませ ん。 か ごの中

には， とうもろこ しや かぼ ち ゃ， さとうき

び， ひょうたん などが入 っていま した。

自分の さ くもつ とい っしょに， おば さん

は きん じょのさ くもつ もい っしょにもって

い って あげるので した。 おば さ ん の ロ バ

は，村で たった一頭 の ロバだ ったのです。

にもつ をつ んでか ら，おば さん は， さ と

うきびを一本 くれま した。 「おてつ だいあ

りが と う。 おかげでに もつがつ めたよ。」

ホア ンはあまい さとうきびを しゃぶ りな

が ら，通 りを歩いて行 きま した。 ぼ くに も

ロバ がいた らいいなあ。そ した らガル シヤ

おばさんのよ うにみんなの ものをつ んで市

場へ行 けるのになあ。 そ して，少 しは大切

な え らい人にな ったよ うな気がす るのに。・ｒ

また悲 しい気持にな りま した。 けれ ども

その気持は間 もな くおさま りま した。通 り

で知 って いる人 にた くさん会っ た か らで

す。 にこにこ して ホア ンはあいさつ しま し

た。

モラ レスさんの家 では何 かさわぎがき こ

えま した。「どう したのですか，モ ラレスお

じさん。」 しか し心 のお くで ホア ン は， ど ・

うしたのか， ピンときま した。

「や ぎが こやをやぶ って にげたんだよ
。」

とモ ラレス さんが さけび ま した。 「ぼ くも

てつだいま しょう。」 ホアンは乳を入 れ る

びんを下にお きま した。 こやをやぶ るのが

何よ り好きな，や っか いもののや ぎをつ か

まえ るのをてつだ うのはほ とん どまいあさ

の ことなので した。

ホアンがてつだ ったおかげで， 間もな く

や ぎはまた こや にいれ られま した。

モ ラレスさんは礼 をい って， びんにや ぎ

の乳 を入れ て くれ， ホア ンはまた，家に向

いま した。帰 り道 で，た とえいたず らで も

あんなすてきなやぎがた くさんいた らい い

なあ とそればか り考 えていま した。モ ラ レ

スさんのよ うに，村 中の人 に乳があげ られ

た らたいせ つな人 にな るの になあ。

ホア ンは乳のびんをお母 さん にわた し，

にわに もど ってか らも考 えつづけ ま した。

ぼ くは この村 でい ちばん えら くな いんだ も

の。

ところが ちょうどその時， ホアンがぼ ん

や りと悲 しいおもいにふ けって いて，大 き

な石 にきがつかなか った の で す。 ゴ ロゴ

ロ，ガ タン， ドシ ン， ホア ンはその石 につ

まずいて， いや というほど，体 を じめんに

打 ちま した。足首が とて もいたんで，足 が

づ きづ き して きま した。

「けが はなかったの， ホア ン」 お母 さん

が言 いました。 「足首 がいたいよ」ホア ン

はうめきま した。 お母さんはそ っと足首 と

足 をさわってみて， ほ っと安心 のためいき

（３４ ）

■ 両 醒 町 トー 翼 「 層吟

が っか り した こ とに， この動 物 の骨 が

た くさん あ る原 因 が 判 った。 そ こに一

つ の 泉 が わい て い て ， そ の水 は強 い ア

ル カ リ性 物 質 を含 んで い た。 死 の近 づ

い た象 が これ を 飲 んだ の で， 死 が早 く

き た の だ っ た。 結 局 ， 偉 大 な象 の墓 場

は見 つ か らず ， 人 々 の必 死 の努 力 に も

かかわらず，いまだに不明 な の で あ

る。

象の秘密の墓場が見つかれば，象牙

で一財産造れると，人々は信 じていた

のだ。 この不思議な宝は何千億円にも

なるといわれている。

南西アフリカの北部にはまだ探検 さ

れない広大な地域が残っているので，

この よ うな場 所 が実 際 に存 在 す る の は

あ り得 る こ とで あ る。 象 は どん な に大

き くて も， い く らた くさ んい て も， そ

ん な 広 い 場所 な ら， か ん た ん にか くれ

る こ とが で き るか らで あ る。

象 は水 が 好 きで， よ く鼻 先 だ け， 呼

吸 す るた めに水 の上 に つ き 出 して 水 底

を歩 くこ とが あ る。 ま た泳 ぎが じ ょう

ず で 六 時 間 も泳 げ る程 で あ る。 それ で

墓 場 は水 中 で は な い か と も云 われ て い
Ｌ

る。 原 住 民 が 何 度 とな く白人 を河 底 や

湖 底 に案 内 して 象 の 骨 の 山 を指 し示 し

た こ とが あ る とい う。

これ を信 じない 人 は 言 う， 「象 は お

ぼ れ死 ぬ こ とに な って い るの で， 当然

水 底 に骨 が流 され て つ も るの だ」 と。

話 は こ こで行 き止 りにな る。 三 百 年

もい ろい ろ と取 りざた され て き た の だ

が， い つ か は は っ き りす る こ とに な る

だ ろ う。 その 日ま で は， は た して 象 の

墓 場 が あ るの か ， も しあ る の な らど こ

にあ るの か， これ が ア フ リカ最 大 の な

ぞ で あ ろ う。

（３９ ）

〔３６ペ ー ジ の こ たえ 〕

（２） お い しゃ さ ん の ち ょう しん き で

す。 これ を ひ とのむ ね に あ て て

お とを き くの です 。

（３） ふ た り と もま ちが い で す。 ま る

は ど っち もお な じお お き さ で

す 。



（２） は て な ん で し ょ う

こづ つ み が は い た つ され て き ま し

た。 なか み は な ん で し ょう。 う け と

る人 は だれ で し ょ う。 そ れ は な に に

つ か う もの で し ょ う。

（１） しゃ しん や の

た ろ う くん が

に どお な じみ ち を とお らな い で， ど

うぶ つ の しゃ しん を とる に は， ど う

い った らよい で し ょ うか 。

４
ア

駄

（３） ど ち ら の ま る が お・

お・き い の で し ょ う

９
ど っ ちが お お き い か， ふ た りは な か

な か き ま りま せ ん。 ひ と りは こっ ち

ひ と りはあ っ ちが お お きい とい って

い ま す。 さて お お き いの は ど ち らで

輪 しょう

（こた え は ３９ペ ー ジに あ ｈま す 。）
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ア フ リ カ 最 大 の な ぞ

ク リ ス ト フ ァ ー ・ フ リ ン ト

年マウリは暗い静かな密林を走
少

り続 け た。 それ は 白人 の キ ャ ン

プへ もど る道 で あ っ た。 彼 の 黒 い足 は

茨 のつ るで きず つ き血 が 出 て い た。 体

は 汗 で 光 り， 息 づ か い が だ ん だ ん は げ

し くな って きた 。彼 は秘 密 ，とて も重 大

（ ３７ ）

援

騨輔

な秘 密 を 知 った の で， この知 らせ を ブ

ワ ナ に伝 え よ う と懸 命 に な って い た 。

とつ ぜ ん ， お ど ろい て立 ち ど ま っ

た。 今 聞 い た よ うな気 が した物 音 を 確

め る よ うに ， お そ る お そ る う しろの 密

林 の 中 をの ぞ き こん だ。 幽霊 の象 の 大
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群 が追 い か け て くる と思 っ た の だ が ，

何 事 もな が った。

彼 は再 び走 り始 め た。 時 々肩 越 しに

ふ り返 り， 持 って い る斧 （パ ン ガ）を握

り じめ た。 つ い に彼 は ドンガ （谷 ） に

着 き， 足 を ゆ る め た。

キ ャ ン プ に よ うや くや っ て 来 た 彼

は， フ ラ フ ラ しなが ら探 検 隊 長 の と こ

ろ に来 た。 隊 長 は， つ か ま え た 動 物 に

原 住 民 が え さ をや る の を な が あ て い

た 。 「ブ ワナ 」 マ ウ リは息 を き ら し な

が ら吾 っ た。

「み つ か った よ
。 大 き な連 中 が死 に

に行 く場 所 が み つ か っ た よ 。」

「ほ ん と うか い
， ぼ うや 」 隊 長 は叫

ん だ。 「ほ ん と うに 象 の 墓 場 を 見 た の

か い 。」

マ ウ リは た だ うな ず くだ け だ った。

体 は痛 み， の ど はか らか らに か わ き，

胃 は か らっ ぼ だ っ た。

翌 朝 早 く， こ の原 住 民 の 少 年 は発 見

した 場 所 に 白人 を案 内 して行 った 。 何

十 キ ロ も向 うな の で， ぎ っ し り しげ っ

た 密 林 をか き わ けて 行 か ね ば な らな か

っ た。 道 々， 発 見 した様 子 を マ ウ リは

話 す の だ っ た。

「大 き な象 の 王様 の テ ン ポを 見 た ん

だ 。 眠 りの 時 が や って きて い た ん だ。

そ れ で僕 は つ い て行 った の さ。 テ ンポ

は ず っ と歩 い て行 って， 一 度 見 え な く

な っ た。 け れ ど， 足 跡 を も う一 度 見 つ

け， テ ンポ を追 っ て い った ら， た く さ

ん の骨 の 間 に も う眠 って い た ん だ よ。

近 くに は寄 らな か った ん だ け ど， 急 い

で知 らせ に 来 た ん で す 。」 ひ

「い い子 だ
， 坊 や 。」 白人 の隊 長 は

肩 を た た い た。 「よ くや って くれ た。

ほ うび を あ げよ う」

つ い に 一 行 は 広 い 草 の高 原 に 出 た。
の

隊 長 は 一 目見 る な り叫 ん だ。 「話 の通

りだ。 み つ か った ぞ。 これ が 象 の 墓

だ 。 金 持 に なれ る ぞ 。」

１００メー トル先 に， 少 年 マ ウ リが つ

購

、っ

（３８ ）
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けて来たテンポがいた。幾十匹 もの死

んだ動物の骨がす るどく光 る中にじっ

と横たわっていた。確かに象の墓場で

はあったが， しか し不幸にもあの伝説

の墓場ではなかった。

臼く光 る骨は象のではなかった。ほ

んの少数をのぞいてほかは，他の動物

の骨だった。 もっと近づいてみると，

を つ きま した 。 「ち ょ っ とね ん ざ した だ け

よ。 二 ， 三 日 じ っ と して い る と， じき な お

るわ 。」

次 の 朝 ， お 日 さま は， も う高 く上 って い

ま した 。 ホ ア ンは ま ど ぎわ の い す にす わ り

な が ら言 い ま した。

「今 日 は ぺぺ の 乳 は だ れ が と り に 行 く．

の 。」 「家 の 仕 事 を か た づ け た ら， お母 さ ん

が 行 きま す 。」

しか し お母 さん は行 か な くて もよ い こ と

にな りま した。 外 で 大 きな 声 が して モ ラ レ

ス さ んが や って き ま した 。 「ホ ア ンが け さ

こ な か っ た か ら おれ が 持 って き て や っ た

よ。 心 配 こな って ね 。 い った い ど う した ん

だね 。」そ れ に答 え る聞 もな い う ち に， こん

ど は マ ル テ ィネ ス お じさ んが や って きま し

た。 Ｌ ホ ア ンは ど う した んだ ね 。 け さは こ

な か った ぞ 。」

「そ うだ とも 。」 ま ただ れ か 言 い ま した 。

ガ ル シヤ お ば さん で した。

ホ ア ン とお母 さ んが ， ホ ア ンは足 を く じ

い て 二 ， 三 日休 ま ね ば な らな い と言 い ま し

た。 と ころ が ， ま ど り 外 に は た くさ ん の人

が集 って い て ， 口 々 に お み ま い を言 って く

れ ま した 。

ホ ア ン は， この た く さん の友 だ ち とき ん

じ ょの 人 々 にほ ほ え み か け て言 い ま した。

「ぼ くが 見 えな い こ とを こん な に心 配 して

くれ るな ん て ， ち っ と も知 らな か った。 こ

んなにぼ くがた いせつ にされるなんて知 ら

なか った 。」

「坊やが いなければ，やつかいなや ぎを

ど うした らいいかなあ」モ ラレスさんが笑

いま した。 ガル シヤおば さんは 言 い ま し

た。 「私 だって どうや っていいかわか ら な

いよ。 だれ にてつだ って もらった らいいか

ね。 ベニ トも私 も，毎朝 ホアンを待 ってい

るんだか らね 。」

「ホア ンの楽 しいお早よ うを聞かなかっ

た ら，わ しの一 日の仕事 は始ま らないんだ ・

よ。」年 よ りのマル ティネスのお じさ ん が

言 いま した。 「ボアンはや さしくて， いつ

もに こに こして いるか ら，村中でいちばん

大切な子 なんだ よ。」

ホ アンは一そ うにこにこしま した。 ホア

ンの心には， も う悲 しみ のかけ らも残 って

いませんで した。 もちろん ホアンだ って，

自分が村 一番の大切な え らい子供 とほん と

うに思 っているわけで はありませんで した

が，友だちやきん じょの人が， こんなに も

自分の ことをよ く思 って いて くれる ことは

とて もうれ しい ことで した。 ホアンはほん

とうに人の役 に立 って，みんな に必要 だ と

思われていま した。 こん なた いせつな こと

はほん とうにまた とないのです。
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若人のページ

．出 い ア リゾナ の砂漠 に ナバ ァホ イ ンデ ィア ンの
遅

少年 が住 んで いた。彼 は１９４９年 ９月 ５日に粗

末 な ホーガ ン （ナバ ァホ族 のテ ン ト小 屋） で生 まれ

た。 さて ナバ ァホイ ンデ ィア ンで あ る とは ど うい う

ご とな のか， また黄 色 い砂 の国 に， ディネ種族 の息

子 と して生 まれ た ことには どの よ うな意 味が あ るの

か お話 しよ う。 、

私 の家， 空 を背 に， 切 り取 った よ うにそ そ り立つ

赤 い断崖 の ふ もとの ホーガ ン， 友 だ ちが手伝 って く

れ た ホーガ ン， 六面 の土 壁， 刻 み 目をつ けた丸太，

屋根 の煙 突， 誰か が低 い声 で唱 い聖 な る トー モ ロコ

シ粉で祝 福 され て， りっぱ にで きた ホーガ ン， 毛布

の たれ た入 口は朝 日の方 角。 杉 の木 立 のか げ の夏 の

家， 色 の黒 い イ ンデ ィア ンの女 の子 が， 羊 肉を煮 な

が ら見 張 る。 月 が低 くかか る戸外 で眠 り， 羊 皮 の寝

床 が幸 せな毛 皮 に変 る。

それ はセ イジ ブ ラッシ ュの 国を越 えて，草 を求 め

さす ら う羊 の群， 迷 った子 羊 の悲 しげな声 もかすか

に， コ ヨー テの恐 怖， 物音 を たずね れ ば，岩 には さ

まれ た る羊， その柔 らか な毛 に顔 をす りよせ， 「子

羊 は全 くしよ うのな いや つ。」 と幸 せ に想 い， そ し

て， ブ リキ罐 に石 ころをつめ て， 羊 を追 って家 路 に

犠
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つ く。

青 く澄 み渡 った空 の下， 夢 の密林 に迷 い込 み， 美

の ささや きが 胸 に聞え，美 の ささや きが 岩 に砂 漠 の

砂 にい う ど られ， 笑 い さ ざめ く想 い と笑 い さざ め く

心 ， 美 の ささや きを砂 にい う どる。 自分 の イ ンデ ィ

ア ンの血 を知 り， 感 じ， 喜 び， そ して， 時 は イ ンデ

ィア ンを変 え得 ず。

それ はわが種族 ，母 は ホーガ ンの家 蔭 に座 り， た

くみ な指先 か ら生 れ 出 る敷 物， 白い糸筋 で束 ねた豊

かな漆 黒 の髪 を眺 め， やせ たか つ色 の ほほ にふ と触

れた くな り， 父 は夢 を銀 の環 に打 ち， 種族 の良 薬 を

信 じ，美 しい道 を真 直 ぐ進 ませ る。

肩 を丸 め， しわの よ った赤銅 の顔 の老人， 白髪 の

老 人 が過 ぎ去 らた 日々に ひ っそ りと座 って， 過去 が

未 来 とな る長 い時 を， 昨 日の道 を歩 み つつ，新 しい

道筋 も知 らず， 老人 は老 人 同士 ，過 ぎ し 日を語 りつ

つ， 冷 えた血 が物語 に沸 り立 ち， 言 葉 で絵 を画 く一

時， 若者 はそれ を聞い ては想 う。 「古 き 日々は よ き

もの， され ど永遠 にか え ら じ。」 老 人 は過 去 をふ り

か え りはせ ぬ。 過去 に生 きる ことは，倦 み た る こ

と。

白人 の白い世 界 に囲 まれ， 白 い世界 に よき ものを

見 出そ うとす る。 もう今 日はイ ンデ ィア ンの世 界 で

は ない ことを 聞 いた驚 き。今 日の過去 か らもぎ はな

し，新 しい物 に満 ちた多 くの 明 日に入 る イ ンデ ィア

ンた ち。 白人 が開 いた扉 を通 って赤 レ ンガと見知 ら

ぬ人 々の学 校へ。 この学校 か ら眺 めれ ば， 新 しい考

え方 と， 新 しい生 き方 とが種 族 に伝 わ り， 若者 の心

を巣 くう。 古 き と新 しきが合 して古 い習 わ しに変化

を生 む。 この赤 レ ンガの世界 に理 解 の顔 を見 出 し，

もっ と深 い ところで心 が理解 に脈打 つ。

福 音 は人 の心 をい う ど り， 人 は鉄 の棒 にすが り，

甘 き実 にあず か り， 時 が来 たの を知 る。

ナ ヴ ァホ イ ンディ ア ン， デ ィネの子 にあ る意義 は

これ。 わが 種類 の画 の一部 。 この画 こそわが心 を ゆ

さぶ り， わ が民 に福音 を伝 えん と熱 き望 みに もえ た

たせ た夢， 消 え るこ との ない夢 を生 んだ もの。世 界

に示す べ く， わ が民 の心 を福 音で， 私 は いう どる。

〔
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病院で重い病の床にふす若い女性が言 った。 「こ

んなに も生きたいと願 う私が死なね ば な ら ない と

は」その反面５０万以上のＭ ＩＡ会員は言 う。 「生 き

ることを愛す る者に，生 きるためにか くも多 く与 え

られ るとは何 とすばらしいことであろ うか」 この言

葉 の意味は， この世では幸福 の機会があり， そ して

結局は永遠の生命を得，天父と共 に住む 機 会 が あ

る。 とい うことである。

この祝福は教会活動への参加 と，時間と才能の奉 『

仕 と，同 じ高 い理想 と標準を持 った者 との交 りか ら

生まれ る。

ゴール ド・アン ド・グ リーンボールの計画，準備

実行，参加に多 くの者は幸福を見 出すのであるが，

このダンスパ ーテーは毎年幾百 とな く催 され， これ

らをのぞいてみ るの も中々面 白いものであ る。美 し

い ドレスを着た愛 らしい若い女の子たちが今， お菓

子の国に模様がえされて飾 られたホールに男子 につ

きそわれて入 って行 く。
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踊 る人た ちの ため の レモネ ー ドが泡 立 ち， 器 はキ

ャンデ ィ ーで一 杯 で あ る。華 やか な色彩 の菓 子で で

きた花弁 で， テ ーブル の中央 のひ な ぎ くの花 たば は

生 き生 き と して い る。 楽 しい雰 囲気 の 中でＭ ＩＡ の

若人 は律 動的 な音楽 に合 せて踊 り， 呼 吸を はず ませ

・て一瞬 一瞬 と生 を楽 しむ
。

」幸福 な活 動 は まだ あ る
。 … …審判 の笛 が鳴 り， 群

衆 は叫 び， Ｍ ＩＡバ スケ ッ ト ・トー ナ メン ト決 勝 が

正 に始 まろ うと してい る。 各 ワー ド部，各 ステ ーキ

部，各 支 部で数 ケ月前 に トーナ メ ン ト．は始 ま って い

た ので あ った。 さて， 今選 手 た ちは コー トの端 か ら

端へ と目ま ぐる し く走 り， ボール は手 か ら手 へ とす

ばや くわた り， ドリブル， パ ス， そ して シュー ト。

得点 の瞬 間， 群 衆 は歓 呼 して ひ い きチー ム を 励 ま

す。

Ｍ ＩＡ は若人 を運動 競技 に， 芸術 に鍛 え る。 そ の

主 な 目的 は， いか な る人生 の時 に あ って も経験 と幸

福 とを与 え る ことで あ る。

主 は 「才 能 を伸せ， そ うすれ ば更 に加 え られ るで

あ ろ う。 これ らの才能 は， 参加人 員 の数程 多種多 様

で あ る６ あ るいは， 歌， 演技， 演 奏， 演説， あ るい

は読書， 裁 縫， あ るい は見学 ， な ど様 々で ある。 そ

れが何 で あれ， そ の 目標 は この人 生 での幸 福 の達 成

で ある。

主 のみ名 に よ って礼 拝す べ く集 う， 大 小 の群 に良

き影 響 を及 ぼす以 上 に貴 い業が ま た とあ ろ うか。 Ｍ

ＩＡ は演説 の訓練 を し， それを実 際 に用 い る機会 を

与 え る， Ｍ ＩＡ の演説 の巧 み さ とそれ に盛 られ た思

想 の深 さは， 世 の人 々を多 く驚 かせ る。 若人 の常 に

成 し遂 げ よ うとす る意欲 は正 に奇蹟 と も言 え る。 す

ぐれ た支部 演説 指導者 な ら， 常 に そば にあ って， 若

人た ちに道標 と訓練 と知識 と， そ して これ らの才 能

を伸す 無数 の機会 を与 え る。

音楽 につ いて は， Ｍ ＩＡの霊 感 に満 ちた音楽 プ ロ

グ ラムで， 若人 の声 は世界 中 にひ び く』声 楽 のみ な

らず， ピア ノの鍵 盤を走 る手か ら，管 楽器 にふれ る

唇 か ら， 弦 を お さえ る指先 か ら， 巨匠 の音 楽 が生 命

に甦 え る。 これ はＭ ＩＡ の若 き芸術家 の音 楽祭 で あ

る。 どん な小 さな ワー ド部， 支部 で も， 必 ず一人 や

二人 ， あ るいは数人 の音 楽家， 人 の前 に 出てみ た い

１９２

とい う人 々が い るだろ うし， 各 々の婆 で聴 衆 はそれ

らの才 能 を認 め， 拍手 を惜 しまぬで あ ろ う。 音楽 の

幸 福， 行 な う幸福 ， そ して天 の父 に近 づ く喜 びが そ

れ に加 わ る。主 は言 い給 う。 「義 しき者 の歌 は我 に

対 す る祈 りな り。」 （教 義 と聖 約２５ ：１２）

Ｍ ＩＡの演 劇部 門 は創作 々家 と演技者 のため で あ

る。 作家 た ちは支 部上演 の１０分間 物 を書 き 下 し た

り， や がて はＭ ＩＡ 出版 の ため の二 幕物， 三 幕物 の

た めの劇 を書 い た りで き るだ ろ う。 す べて の才 能 が

ここで は生 か され る。Ｍ ＩＡの演 劇監督 は特 別 の専

門家 で ないか も知 れな いが， 働 き， 学 び，祈 り， 教

会 上演 のた めの劇 をえ らび， 演 出す る時 ， 自分 の夢

想 だ に しなか った才 能 に恵 まれ るので あ る。 ふ た夏

の間， Ｍ ＩＡ は ソル トレー ク市 の野 外 テ ンプル ビュ

ー劇 場 で 「約束 の谷」 とい う一 時 間 の音 楽劇 を上 演

した。１９６１年 か ら１９６２年 にか けて， この観客 は １００

万以 上 に も達 し， また過去 ふた夏 の間， ソル トレー

ク市 を訪 れた３０万以 上 の人 々の ために上 演 された。

この出演者 の大 部分 の演 劇能 力 はＭ ＩＡで得 た もの

で あ った。

若 い男子 の体 育 と同 じ く， 若 い女 子 もスポー ツを
．す る

。 あ る者 はた だ楽 しみ のため に， あ る者 は柴冠

を 目指 して， 各 種球技 の活発 な計画 は身体 的， 精神

的，．社 会 的， 霊 的 に若 人 の力 を強 くす る。女子 の た

め のＭ ＩＡキ ャ ンプ計 画 は世界 で も他 に類 を みな い

もの であ り， その喜 び と共 に，野 外生 活 の技術 を学

び， 自然 を眺 め， 仲間 との団結 協調 を学 ぶ の で あ

る。

あ る ステー キ部 のＭ ＩＡの少 女 た ちは， 自動 車洗

いや， ケ ーキ， ク ッキ ー作 り， 子守 り，建 物 を こわ

した後 の レ ンガ整理， 鶏 肉の フライを家庭 や友 だ ち

に売 った り して資 金 を作 った が， 目的 は原始的 な キ

ャ ンプ場 の購入 で あ った。 それ も三年 前 の 話 と な

り，・今 は， 世界 的 なＹＷＭ ＩＡキ ャンプ計 画 に長ず

るため に，毎 年 自分 た ち 自身 のキ ャンプ場 へ行 くの

で あ る。

Ｍ ＩＡ は， 人 生 を愛 し， かつ， 現世 か ら永遠 の来

世 にわ た って幸 福 な生 活 を願 う人 々の ため の 「幸福

の道」 な ので あ る。
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覧

＿ のような質問をもって多くの人は親族の定義を試みて
一

い る。 今 月 の勉 強 の た め に， まず ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス の言 葉 を み よ う。

「地 が打 た れ世 界 が 予 言 の如 くや きつ くされ な い 中 に
， 聖

徒 らが 自分 らの死 者 の救 い に あ る い は生 存 して い る親 族 を 集

めて 救 うた め に働 く時 間 は余 り残 って は い な い 。」

（ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え ｐ．３３０）

こ の言 葉 の中 に述 べ られ て い る死 ん だ 親族 とは， す べ て の

血 縁 の者 ， ま た は 神殿 で 神 権 に よ って結 び 固 め られ た者 で あ

る。

今 ま で の レ ッス ンで， ペ デ ィグ リーチ ャー トと フ ァ ミ リー

グル ー プ シ ー トの 使 用 法 を 学 ん で きた が， これ らの家 族 の記

録 の 作成 か らも っ と積 極 的 な 結果 を得 るよ うな方 法 を論 じて

み た い 。

ま ず， 復 習 と して， 目的 に 向 って今 ま で に な して き た こ と

を し らべ て み よ う。 ま ず ペ デ ィグ リーチ ャー トは， わ れ わ れ

自身 か ら始 めて， 両 親 ， お よび 父 方， 母 方 の両 方 の側 を で送

る だ け正 確 に記 載 す る。 次 に， ペ デ ィグ リーチ ャー トに の っ

て い るす べ て の祖 父 母 及 び ， そ の子 供 た ちの フ ァ ミ リー グ ル

ー プ の記 録 が 作 られ ね ば な らない
。 ま た わ れ わ れ 自身 の両 親

と共 に， 兄 弟 姉 妹 を のせ た記 録 を 作 らね ば な らな い 。

ペ デ ィグ リー チ ャ ー ト， フ ァ ミリー グル ー プ レ コー ド （記

録 ）の作成 に当 って は，生 存 して い る肉 親 ， 親 族 を 可能 な 限 り

す べ て住 所 と共 に記 載 す る こ と で あ る。 それ らの 名前 や住 所

の記 載 は す べ て完 全 に は な か な か な され 難 い も ので あ り， ご
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れができる人はまずいないだろう。教会員でない親族はおそ

らく系図には興味がないし，また役に立つ必要な記録 も持つ

ていないだろうと速断 しが ちであるが，これは誤 りである。

多 くの場合，そうでない例があったか らである。まず関心が

ないと思 った親族がすでに必要な記録をつ くっているかも知

れないのである。家族内に個人的記録がすでに完成 していれ

ば， どんなにか労力とお金が節約できるかがわか るで あ ろ

う。

成功の一法は自分で訪問してみることである。親族を自分

で訪問すれば，適切な質問が適切な答えを生み出して くるで

あろう。しば しば経験することであるが，話の最中に何気な

く出て くる言葉に，以前に聞いた先祖の云い伝えなどの切れ

はしを組立てる手がかりが得 られることがあるものである１

必ずこのような訪問の記録をとっておくことである。それで

後からいつでも参照できるし，いつどこでどのような情報が

得 られたか記憶することができる。将来，同じことをくり返

すという無駄が省けるのである。一つここで申しあげたいこ

とは，このような親族の訪問の後では，欠かさず礼状を忘れ

ぬことで，協力に対する感謝の意を表 したいものである。

また記憶 しておきたいことは，非教会員である親族の系図

探究の目的はわれわれとは異 り得 るということである。 この

ような人々に手紙を書 く時は，神殿の事業の面を強調 しない

で，ただ家族にとっての系図の価値を述べる方がよい。結局

系図探究は神殿の事業のための道具ではあるが， この二者は

必ずしも相互関係にあるのではない。系図探究それ自身は福

音の根本原則ではない。ただ探究により得 られた情報は，重

要な神殿の儀式が代理によりわれわれの死んだ親族の昇栄 と

永遠の生命のために行われるためなのである。故に系図探究

ゆ

の望みは賢明にして，かつ教会員であると否 とを問わず，す

べて受けた助力を感謝せねばならないのは当然である。

知 らない親族と接触する方法は多 くある。新聞の利用価値

は大きく，自分の家族がかって幾世代にもわたって住んでい

たか，あるいはその可能性のある場所で，そこの地方紙に探

し求めている名前をのせて もらって，該当者に手紙な りで連

絡 してもらうのも一つの方法である。これで互いに存在すら

知 らなかつた一族の者があい知るようになった例がある。こ、

れは最も簡単な系図探究法である。多 くの話，事実，古い手

紙 新聞の切抜き，形見などが一族中にあって，余 り家族外

のところを探 さな くても，それ らによって系図が完成される

ことがある。．

また，第一一に親族 との接触を図る他の利益は貴重な重複の

手間を省 くということである。系図協会が申請の記録を受け

取 った数 日後全 く同じものを同じ一族の他の者か ら受けとる

ことが少 くない。 これははなはだしくがっか りさせることで

あるが， しか しこれも探究を初める時によく一族内で連絡 し

あっておけば防げることである。

一族の者を見つける更に一つの方法は，家系調査サービス

の利用であつて， これは誰でも利用できる。系図協会発行の、

質問用紙に記入 してお くれば， 自分の家系を誰かがすでに探

究 しているかどうかをはっきり知らせて くれる。たしかにこ

のような情報は必要な時にちょうどうま く登録 されていない

かも知れないが， しか し，少 くとも半年毎に調べて見るべき

である。それで，一族の他の者が登録済ならば，世界各地か

ら名前と住所が集ることとなる。この調査用紙 と説明書は各

地方の神権指導者から得られる。

’ 、 、 ’ ’ ’ ’ ’ ” 、

～

≦ １９６９年度 ハ ワイ神殿訪 問予定者 へ １
、 ～

《 なるべ く早 く系図及び家族の記録 （少 くとも死んだ先祖 １０名を含

》 む）を作成 して提出して下さい。提出する際必ず，１９６９年度ハワイ神 ’

、 殿訪問を明示する付箋をつけて下さい。 この付箋がない場合プロセス 〃
’

して儀式を執行 してしまいますので切角来年行っても自分の先祖の為 ’
も

》 に出来ないようになります。 ’

、 既に提出済みの分は来年度訪問 しないことが判明 している人を除い ’
ノ

． て 全 部 訪 問 予 定者 と して待 っ て も らって あ ります か ら， も しその 中 に ’
》

》 早 く執行 してもらたい人が居たらその旨通知下さい。 ’

≧ 又いつもそうですが来年訪問する時に自分が含まれている家族の記 ～
ゴ ブ

〉録を持って行 くように，そしてもしその中に死者が含まれている場合 》

～ には，山部を期 日半年前位に提出し一部を自分が持って行 くようにお 、

５ 願い します。 》
》 ． ，
・ ’ ’ ’ ” ハ ” ， ，

回 「ｍ
系 図

回
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大会説教

知恵の
ゴー　
口 葉

第二 副管長 Ｎ．エ ル ド ン タ ナ ー

（１９６８年 ，

ル で ， Ｎ ．

文 よ り 。）

４月 ７日， 日曜 日， ソル ト ・レー ク， タバ ナ ク

エ ル ドン ・ター ナー 第 二 副 管 長 が 講 演 され た 原

「

１３５年前，神の予言者は私たちに， 「知恵の言葉」 なる啓

示をお与えになりま した。
「これ一つの知恵の言葉な り

。……すなわち， これらは今

聖徒と呼ばれ， 或いは聖徒と呼ばれ得る者 に して虚弱なる

者，およびすべての聖徒中最も虚弱なる者の能力に適応する

約束を もてる原理として下さるものな り。見よ，誠に主はか

くの如 く汝 らに告げたもう。すなわち，末の世に於て悪 しき

を企つる人々の心中に現存 し，また将来在 らんとする悪 と企

図とのために，われ啓示によりてこの智恵の言葉を与えて今

や汝 らを警めまた汝 らを預め警むるものな り。」（教義 と聖約

８９：１－４）

知恵の言葉の中で予言者はタバコと刺激の強い飲物につい

て警められました。

そして彼は次の様に約束 しています。

「およそこれ らの言葉を憶えて守 り且つ行ない
， この誠命

に従いて歩むすべての聖徒 らは，そのへそに健康を受けその

骨に髄を受けん。また智恵と知識の大いなる宝まことに秘れ

たる宝を見出さん。而 して走れども疲れず，歩けども気を失

うことなか らん。主なるわれ彼 らに一つの約束を与う。すな

わち，さつ りくの天使はイスラエルの小児たちが如 く，彼 ら

を過ぎ越 して屠ることなかるべ し」 （教義と聖約 ８９：１８－

２１）

私たちは会員として，この 「知恵の言葉」が主ご自身のみ

言葉であり，誠命であり，聖約であると考えてきました。今

日では，科学がいちじるしく発達 しこの予言者の誠命が科学

的に正 しい誠命として実証 されております。

さて，私たちは日常，新聞とか雑誌に次の様な 「ハッ／」

とする様なニュースを見受けます。すなわち，
「タバコの不始末，アパー ト火災で死者」

「青少年の麻薬常用増加一 再帰の望み うす」
、

「三百 人 の パ イ ロ ッ ト死 亡 一 原 因 は アル コ ール
」

これ らの新 聞 の見 出 しは 明 らか に タバ コ， 麻 薬 ， アル コ ー

ル の危 険 性 を 指 摘 して お ります 。私 は 自分 の 経験 か ら， ま た

将 来 の 国家 と世 界 を 担 う青 少 年 を 思 う につ け， き ょう， こ こ

で特 に ア ル コ ール ， 麻 薬 ， とか タバ コが い か に有 害 か を あ な

た が差 に お話 して い る わ け です が ， 大 へ ん残 念 な こ と に， 私

の仕 事 場 に は い ま だ に た くさ ん の方 々が タバ コや アル コ ール

を飲 ん で お られ る こ とを 申 しあ げ な くて は な りま せ ん 。彼 ら

の多 くは仕 事 に関 して は非 常 に有能 で あ り， 社 会 に と って も

重 要 な存 在 で す。 私 は彼 らが タバ コや お 酒 を 楽 しん で お られ

る の を批 判 した り， 人 格 を 問 うた りは した くあ りま せ ん が，

た だ， 私 は これ ら有 害 な飲 物 に よ って 彼 らが 日 々危 険 に さ ら

され て い る こ とを 強 く申 しあ げ たい ので す 。 どれ ほ ど多 くの

人 々 が 「あ あ， タバ コや 酒 にふ れ なか った らよ か った の に」

と言 っか て き た ご承 知 で し ょう。

最 近 ， タバ コ の危 険 性 につ い て 多 くの こ とが い わ れ て い ま

す。 今 ここ で喫 煙 の危 険 性 及 び その統 計 的 な 数値 を ２， ３例

を掲 げて お話 した い と思 い ます 。

英 国 の あ る医 大 か ら出 され た 報 告 によ れ ば英 国 で は 昨年 １

週 間 に ４００人 の人 が ま た昨 年 １年 間 に２０，０００人 の人 が タバ コ

に よ る肺 癌 が 原 因 で 死 亡 して い ま す 。 こ こユ タ州 で は， １９６６

年 に煙 草 に費 され た金 額 は実 に ２０，０００．０００ ドル に もの ぼ り

男 ， 女 ， 子 供 を 含 む １人 当 りの 消 費額 に す る と２１ドル６８セ ン

トに あ た りま す 。 これ は無 論 国 全体 か ら見 れ ば平 均 以 下 の値

です 。

ア メ リカ公 衆衛 生 協 会 （Ｔｈｅ Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｐｕｂｌｉｃ Ｈｅａｌｔｈ

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ） の 報 告 に よ る と１，０００，０００ （百 万 人 ） の学 校 へ

通 う青 少 年 が ７０才 に な るま で に肺 癌 で死 ぬ と思 わ れ ます 。 こ

の驚 くべ く数 字 を 見 る に つ け， 私 た ち は若 い人 た ち に喫 煙 の

有害 な こ とを強 調 し，彼 らが この問 題 を解 決 出 来 る様 助 けて
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あげる責任があることを認識すべきです。

親 しい交際のあった友や親類の人々がタバコによる肺癌が

原因で死なれるのを見て私はこの悪習か ら若い青年たちを救

わなくてはならないと決心 しました。

青年たちをこれらの害から守るにあたり， もし彼 らの両親

が くわえタバコなどをしていたらどうやって効果的に禁酒禁

煙の運動を行なうことが出来るでしょうか？ これは大いに

問題 となります。

きて，麻薬に注意を向けてみま．しょう。

まず昨年１０月の大会以後私が経験 した二つの経験について

お話 したいと思います。昨秋の大会の始まる少 し前，カリフ

ォルニアのある監督が電話で私に彼のワー ド部で ヒッピー族

の仲間に巻き込まれた一青年をつれて来るか ら会って下さい

と言 う問合せがありました。その監督は私が彼を助けること

が出来るかも知れないと思ったわけです。彼 らは大会が終っ

てすぐや って来ま した。 私が問題の青年を見て， 彼の長い

髪，服装，容貌からして一見して ヒッピーだと判 りま した。

そこで私は彼にことの次第を尋ねました。簡単に彼の言葉を

あげてみるとこうです。

「私は帰還宣教師で，結婚して， しかも一児の父です，そ

れにもかかわらずヒツピーになり，その上麻薬中毒になって

しまいました。私は多 くの非行や罪 さえも犯 しました。

私は最も不幸な男です。私はこんなことを望んでいるわけ

ではありません。」

それで私は，彼の様 な帰還宣教師がどうしてヒッピー族の

様なグループに巻き込れたのかと尋ねました。彼はこう答え

ました。

ある日，彼が意気消沈 し失望した時，・自分が自由にな りた

いという気がして， もう伝統とか教会の制約に縛 られた くな

いと思いました。それで結果はどうだったで しょづ。 「私 は

こんな風にな？てしまいました。私は奴隷の様な者です。い

ってみれば，逃亡者の様な者です。どうぞお助け下さい。私

はもうどうしていいのか判 ら なトんです。」 といいました。

彼は帰る時自分の長いヒッピー髪を刈 り，身ぎれいにしピ

ッピー族か ら離れること，また誠命を守 り，悔い改め，正 し

く生きることを私に約束 しま した。その後その青年は３月２２

日付で次の様に手紙を送って来ま した。

「親愛なるタナー第二副管長様，私は今あなたが私の本当

の気持を判って下さる様祈っています。私は今牢獄につなが

る身となっております。私は人々が私の様にサタンの手にか

か らない様切に望んでおります。私の様な若い人たちが人生

を大切にして下さる様，私の経験を通 して，申 し上げたいの

です。私 は色 々とお世話下 さった監督に感謝 しています。ま

た私はタナー副管長のご忠告を感謝 しています。」

１９６

私がこの青年の例をあげたのは，帰還宣教師である彼が，

なぜこの誘惑に打 ち勝つことが出来なかったかということを

申し上げたいからです。 これは，彼の様に束縛のない しかも

責任を持たない若い青年を独 りにし麻薬を手にさせることが

いかに危険かということです。

彼の場合は非常に悲 しむべき例で，私はひどく悲 しまずに

はおられません。

私がお話 しする次の例は他の多 くの人たちにも関係がある

ことです。私はこの話に関係のある少女とご両親に色々と相

談にのってあげてきました。 この人たちは今私がお話 ししよ、

うとしていることがご自分たちのことだとお判 りで し ょう

が，彼 らはもしお役に立てばどうぞ私を通 じてお話し下さい

といってお られましたので話 させて戴きます。

その少女は非常にすばらしい家庭の出身で，お父さんは立

派な医者で，家族は教会でも一般社会で も活発な人たちで し

た。その家族はちょうど伝道か ら帰還 したばか りの息子さん

と現在まだ伝道に出ている息子 さんがいました。長 女は非常

に人望があ り， 教会の活動も活発で， 神殿結婚を していま

す。私がこれか ら話そうとする少女は育ちの良い，頭の良い

少女で したが， 彼女はふとした こ とからタバコやアルコー

ル，麻薬で遊ぶ少年少女 グループと遊びまわる様になり， も

しこれ らのものにふけらなければ遊び友達に 「変 り者」だと

言われると思って自分もこれにふけりましたｇその結果，彼

女は困難と戦 うよりこの方が容易なことであり，実際その頃

には， もう麻薬常用者になるということに少 しも恐怖感はな

くなっていたのです。

両親は娘と連絡がなかったことまた皆家族の者がうま くや

っているだろうという思い違いか ら，自分たちの娘のやって

いることに気がついた時は恐 しさと悲 しみ以外何物 もなかっ

たのです。すなわち娘 さんはタバコ，アルコール，麻薬の常

用者になってしまっていたのです， もちろん，ご両親は娘を

一番良 く全快 させて くれる施設へあづける以外手の施 し様が

ないことを知 ったとき失意 と当惑に打ちひしがれました。彼

女は現在施設 に入っておりますが，彼女の決意と闘い，また

施設の援助でほとんど全快 し， この週末には両親のもとへ帰

ることが出来そうな所まで回復 しております。

私がその少女に会って話 した時に彼女が非常に気にしてい

たこと，また両親の心配 していたことは彼女が施設から出て

からのことでした。彼女はこれ らの有害な物から解放 される

だろうか，そして もう心配はないだろうか ？ 世間の人々は

彼女をどの様に受入れるだろうか？ 彼女は自分が決心 した

と信 じており，私たちは彼女が もう完全に立直って くれるこ

とを望んでいます。私が彼女に以前つき合っていた友達から

自由になれる勇気と力を持っているかどうか尋ねると，彼女
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は確かに出来るといいましたが，さらに彼 らの中の数人が今

施設 と刑務所に収容されているとつけ加えま した。また彼女

は自分のいた施設にあった非常に悲 しい例を私に話 して くれ

ましたが，ある１９才の少年はもう全 く助かる見込みのない様

な状態のようです。私たちはまたその様な若い人たちがおび

え， 自殺 したりするのを新聞で見てお ります。

今お話 したことか ら，どうぞあなた方ご両親及び若い青少

年の皆さん，この様なものがいかに危険なものであるかをさ

とって ください。こんな例があなた方 ご自身の息子さん，娘

さんの中に起るかも知れません。

さて，ここで，私はアルコールに対する私たちの考えをお

知 らせ したいと思います。 これは私たちがどこへ行こうと非

常に重要な問題です。私は自分の非常によく知っているある

男の人が話 して くれたことを出来るだけ正確に話 して見よう

と思います。彼はカナダのアルバータの石油採掘で最も成功

した一人で，非常に人々に尊敬され関心をもたれ，また立派

な市民であ りま したが，他の多 くの人がそうである様に，社

会的なつき合いからアルコール中毒になって レまいました。

しか し幸運なことに，彼はアルコール中毒患者の施設の助け

で立直ることが出来ました。彼が言っている様に，主の助け

で彼はこの恐 しい病気に打ち勝つ ことが出来ま した。

ある日，青年 グループに話をして くれるように私が彼に依

頼すると直 ぐさま彼は， 「もし私がアルコールがどんな恐 し

いものか，またそれが人をどんな風にして しま うかを理解 さ

せるお手伝いが出来るとしたら， こんなうれ しいことはあり

ませんか ら， ぜひ話 させて下 さい。」 と頼みを受けて くれま

した。彼の話はこうです。

「私が事業をしている時私は自分の会社の者たちとヵクテ

ル ・パーテ ィとかリセプションでいつ も飲んでお りま した。

しか し，アルコールが自分に害があるなんてことは全然考え

ませんで した。本当に，私はこのことについて全然心配 しま

せんでした。私は飲んでいて 自分が３杯も４杯 も飲んでいる

のだと気が付いていても，また昼間になんか飲むべきじゃな

いと思いつつも常にアルコールが欲 しくなり，それでも自分

がアルコール中毒になっているなどとは全然気が付きません

で した。

私は自分が文字通 りドン底にいることに気が付 くまでは自

分の実態を否定 していました。」

「その結果，私の同僚，社員，私を知る全ての人々，また

私の妻や家族さえも，もう私に頼れず，私に対する尊敬を失

って しまいま した。妻は私を説得 し，立直 らせようと努めた

が甲斐無 く，私 と離婚 して しまいました。

そこで，私は自分が独 りぼっちなことに気がつきました。

私は尊敬 も，家庭 も家族 も，すべて失って しまいま した。

私は自分で ドン底にいて，助けもなく，独 りぼっちなこと

に気が付いた頃アルコール中毒患者の施設へ入るよう説得 さ

れました。彼 らの助けと，私の決心により；私は何ケ月 もの

間の苦 しい闘いの後，その悪い習慣に打ち勝つことができま

した。」 そこで彼が指摘 したことは ５人の中たった １人がこ

のおそろしい習慣か ら抜け出せるということです。

彼は話 しの結びに， 「ほんの １杯のお酒が自分をアル中に

するか しないかは誰れも判 りません。ですから，どんな嚢で

鑑鑓繍二欝難 謙；鍛轡 騙
彼は出席していた全ての青年たちに彼 らの １人一入がアル

コールに触れないように説き，アルコールを飲む人は１５人に

１人はアル中になることを強調 しました。そして明朗で有能

な人，少 くともそうだと期待された入が しば しばその例にも

れないと加えました。

ここにもう一つ別のご両親に私がお話 しすることをお許し

願いたい話があります。 これも同様，彼 らの息子さんに起き

たような悲劇を他の若い入たちに起きないようにと切なる願

いをこめてお話 します。

そのご両親から受取ったファイルには １枚の新聞の切 り取

ったものが入っておりました。この新聞記事は彼の悲劇が起

る前に書かれたものですが，それには顔立ちのよい若い青年

の写真が載 っておりました。

記事には次のように書いてありま した。すなわち， 「活動

の盛んな所，指導力の必要な所にはいつもジムの姿を見るこ

とが出来ます。 彼は学内め演劇の主役， 生徒会， クラス活

動，指導的活動にも全て優れています。」

すなわち， ここに将来の幸せと成功を約束された １少年が

いました。 しかし，ある夜彼が働いているガソリン ・スタン

ドから彼が帰 らなかったので，両親は夜半か ら彼をさがしは

じめたがその翌朝その父が息子を発見 した時は，駐車 してい

た一台の車のバ ック ・シー ト上で暴行を うけ傷だ らけになっ

ていました。彼はすでに死亡 していたのでした。 そのご両親

のショックと悲しみがどんなであったで しょう。

打 ちひしがれたその両親は調査 と検査からジムが彼の町の
リ ドノ

ニ人の少年と隣りの町の二人の少年と一緒に酒を買い，飲ん

だあげ く隣 りの町の少年 と争い，明らかに誰れかがジムを打

ち倒し，実に自動車でひいたのち，あとで発見された車に置

き去ったものだと判 りました。

また両親はジムが酒を飲んだのがこれでたった３度目の出

来事だったことを知 りま した。

むろん，彼は最初の一杯目が彼の命取 りになることなど夢

想 もしなかったのです。

私たちはいくらで もこのような話をあげる こ とが できま
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歩，またこれに関する統計的な数字，実話なとを，私がお話

しているようなことが何百も何千 も起きていることをお見せ

し，お話 しできます。

私が尊敬 している優秀な役人，事業家には成功 して，世間

で非常に人気のある人たちでかなりアル コールに犯されてい

る人たちがおります。

私 はそのような人々が私たちの若い青年たちにお酒を飲む

ことをおぼえさせる影響を与えてい る こ と を知っておりま

すｐ、そして，私は彼 らのうち１５人中 １人の青年たちがアル中

になることも知っております。人々の暖かい心はいつ もアル

コールの悲劇に悩む隣 り人，友人，またその家族の者に注が

れています。

私は若い人たちが悪 くなりたくないと思っておられると確

信 しています。彼 らはアル中になる理由はないし，麻薬常用

者になる理由もなく，また肺癌に苦 しみ，死ぬ理由もあ りま

せん。

しかしながら，若い人たちは彼 らのまわ りでいつもお酒を

飲んでいる人々を見ます一 市民を指導 し，代表するような

人々が，また彼 らはこれを病気とい う明白な証拠は見 られな

いがこれを家庭の中で見ます。また彼 らはこれを流行の雑誌

中の宣伝で， 日々の新聞，テレビ，映画，看板で見， ラジオ

から聞きます，そうです， これ らの宣伝の中では着こなしの

良い，健康そうな，立派にやっているビジネス ・マンが美 し

い自動車や事務所を持ち，色々なスポーツに活躍する若い男

女が片手はタバコ， 片手にグラスを持っ て い る社交場に出

て，それ らの人々が皆楽 しんでいるように見えます。

こんな社会環境でどうやって青年たちが私たちの助けな し

で誘惑に打 ち勝 って行けるでしょうか．／ このような強力な

宣伝において今まで二 日酔いに苦 しむ男女の姿を見せたこと

がありますか ？ また衝突 して壊れた自動車，死傷 した人た

ち，破壊 された家庭 ドン底にあえ ぐ人々の有様を宣伝の中

に見せますか， また口頭癌， 肺癌の宣告をうけた ば かりの

人，のみ込むことも出来なくってチューブ管か ら栄養摂取を

している病院の患者の状態を見せるで しょうか ？

多くの人が 「どうして， こん なことばか り例にあげるん

だ」 というに違いありませんが，私はほんの一例をあげてい

るにすぎないのです。毎日毎日本当に多 くの悲しい事件が起

きているのです。 私たちは現実を見つめなくては’な りませ

ん。私たちは私たちの役目を果さな くてはな らないのです。

私はウィリアム ・ターヒュン博士のアルコール中毒になる

チャンスを少くする十戒について興味深 く読んだことがあり

ます。その中の最後の２つの戒めは，

「肉体的または精神的のどちらの疲労にもアルコールを飲

まないこと。」また
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肖二日酔いを柔 らげるからという理由で朝プルコールを飲

んではな らない。」

私は彼め十戒の代 りに １つの戒めを提供 した い と思いま

す６それは， 「決 して飲んではならない」ということです。

アルコール中毒は人が持つ必要のない病気です。これを遠ざ

けてお くたった一つの方法は決 して これを飲ま な い こ とで

す。

管長会の代表 として，また彼 らの承認のもとに私は教会の

全ての会員に知恵の言葉をしっか りと守る様お願いしたいの

です。また全ての責任ある市民の方々にはご自分の責任を持

たれて，若い青年たちを種々の手段で破滅させようとしてい

る人の計画からまた悪魔か ら彼 らを守って くださるようお願

いいたします。私たちは青年たちの側にいながら，私たちの

怠慢から彼 らを破滅させることはできません。私たちは彼 ら

を誘惑に導いてはなりません，彼らを悪から守 ってやって く

ださい。

旅行に行 くとお酒が簡単に手に入るなどといっている人が

いますが，お父さん，お母さん方はこれが何んと愚かしいこ

とか，また若い人たちに何を意味するかお判りのことと思い

ます。

私たちは 「目さきの利益」に運命を売 るようなことをして

はなりません。旅行者を励ますもっと良い方法は他にもあり

ます。

私は旅行者を私たちの地域に来させるために自分たちのま

た隣人の息子がアルコール中毒になることを望んでいる父親

とか隣人たちの気が知れません。良い模範は最 も優れた師で

あります。私たちの若い青年のために，私は，皆が 「アルコ

ールは人に悪 しきものだ」といわれた主の警告を心に留めて

下 さる様祈っております。

私は予言者を通 じて語られた主のみことばを信ずる人，ま

た主の誠命を守る人々が 「智恵と知識の大いなる宝まことに

秘れたる宝を見出さん。而 して走れども疲れず，歩けども気

を失 うことなか らん。」 また主が約束を与え給 うた ことに，

「さつ りくの天使はイスラエルの小児たちが如く，彼 らを過

ぎ越 して屠ることなかるべ し」という主のみ言葉を見い出さ

れることを証 しいたします。 （教義と聖約８９：１２～２１）

私は証 しいたします。神は生きておられます，またイエス

はキリス トであり私たち全ての救い主であります。また神は

私たちの福利繁栄に関心を持っておられます。願わくば主の

御意 と祝福があって私たち全ての者が若い人たちに誘惑をし

かける人の心にある悪魔の計画から守 り，彼 らを誘惑の手か

ら切 り離 し，悪魔か ら彼らを守 り，神の王国と，神の御力と

神の永遠の栄光にあつかれるように彼 らを導 くことが出来る

ようお助けください。
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徒にはなさねばならない義務が多 くあります。

もし私たちがちょっと不注意だった り，ちょっと考えが足

りなかったり，またちょっと怠慢だったり，また福音にある

教えで，たとえそれが小さな教えであったとしても， これを

軽んずる様なことがあったらどういうことになるで しょう。

もし私たちが，主の云われる 「お祈 りしなさい」と言 う忠告

を気にとめない様になったらどうで しょうか。主は私たちに

頭をさげて崇拝 して欲 しくてわれわれに祈 りなさいと云われ

ましたか。それが祈 りに対する目的で しょうか。私はそうは

思いません。神は私たちの父で，私たちは神を敬 う様教えら

れ，また神に，御子，イエス ・キ リス トの名において祈る様

教え られています。主の私たちに対する御業は私たちが祈ろ

うと祈るまいと同 じ様にこれからも続 くでしょう。主は始あ

か ら終 りまで全て知ってこれを行っておられます。

私たちが今地上で経験 していると同じ様な経験はこの世に

数多 くあ ります。主はこれまでに他の世界にも息子や娘をお

つかわ しになったことがあります。そこで主は私たちがこの

地上で受けていると同じ様に彼 らに主に仕える機会とか，誠

命をお与えになりました。お祈 りは私たちの生活に本当に必

要なものです。主はご自分の仕事をいかに行われるかを知っ

ておいでですし，私たちの助けなくてもご自分の仕事をいか

に処理するかを知っておられます。私たちの祈 りは主に自分

のビジネスをどう云 う風にやって行 くかを尋ねるためにある

のではありません。 もし私たちがその様な考えを持てば，も

ちろん，それは誤った考えです。私たちの祈 りは私たち自身

の身のためであり，私たちを伸ばし，力と勇気を与え，また

私たちの主に対する信仰を増すためです。

祈 りとは心を謙遜にするものです。それは私たちに理解を

深め， 元気づけます。 祈 りは私たちを父に 近づけて くれま

す。私たちは彼の助けが必要で，これには疑いの余地はあり

ませ．ん。私たちは主の 「みたま」の導きを必要とします。私

たちは自分が主のみもとに帰るのにどの様な教えが与えられ

大会説教

祈 りの必要

副管 長 ジ ョ セ ブ ブ イー ル デ ィ ン グ ス ミス

（ｉｇ６８年 ４月 ５日， 金 曜 日， 朝 ， ソル トレー ク ・タ バ ナ ク ル

で ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィ ン グ ・ス ミス 副管 長 の講 演 され た

原 文 よ り）

ているか知る必要があ ります。私たちは主から受ける霊感に

よって勇気づけられる必要があ ります。

これ らめ理由で，私たちは主に祈ります。そこで主は私た

ちに生きる力を与え， この結果私たちは主の真理を知 り，そ

の中に歩むことが出来，また私たちの信仰 と従順を通 じて，

再び主のみもとへ帰ることが出来ます。

もし私たちが本当に誠実であり，全ての聖約及び主が私た

ちに与えた全ての真理の原則に忠実ならば，主のみもとにも

どるように復活し，私たちの体が主 と同じようになり，太陽

の様に輝 く体を持つでありましょう。

さらに， もし私たちが地上にいる間，忠実で誠実であるな

ら主の息子，また娘 となれるでしょう。

しか し，主は人類が復活 した後に，人々を分られるおつも

りです。 じじつ，この地上の住人の大部分は神の息子，娘 と

呼ばれず，第二の世界へ召使となって入 る様云いわたされる

でしょう。主が 「山上の垂訓」と云われるすばらしい教えの

中で次の様に云っておられるのをご承知でしょう。

「狭い門か らはいれ。滅びにいたる門は大きく，その道は

広い。そして，そこか らはいって行 く者が多い。命にいたる

門は狭 く，その道は細い。そして，それを見いだす者は少な

い」 （マタイ ７：１３～１４）

永遠の生命は地よで主の誠命を守 ろうとしている人々に備

えられた大きな賜物です。

全ての入が復活にあつか りますが， これが永遠の生命を意

味 しますか。いいえ，これは天父の云われたことばではあり

ません。私だちは永遠の生命を別に 「不死不滅」 と呼び，永

遠に生きる権利と呼んでお ります。 しかし，主は永遠の生命

に対 し，主ご自身のご説明をなされました。

すなわち，永遠の生命 とは天父の生命 と同じ生命を持つこ

とであり，主がお持ちになる祝福 と栄光 と特権にあつかるこ

とであり，神の息子，娘となることが出来，主の家族員 とな

れることです。 響

神の子供となるため，私たちは福音に関する全ての聖約を

守 らなくてはなりません。そして， この世にいる間この聖約
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に忠実であらねばなりません。その後，私たちはそれを受け

られます。すなわち，私たちはこの時相続人 と呼ばれ，イエス

・キリス トと共に相続人の列に加わります。 ここで私たちは

何を受け継 ぐのでしょう？ 主は私たちが受け継 ぐ主の栄光

から遠退 く様には望んでおられません。私たちは，主が所有

するのと同じ祝福と特権，また進歩の機会を受け継 ぐわけで

す。すなわち，私は次元のことを云 う積 りであ り，永遠につ

いてお話 しています。やがて私たちは主の様に自分自身が王

国と王冠を持つ様になるかも知れません。

氏あ し，あなた方の中の誰でも，日の光栄以外の世界に生き

しもべとな り多分，月の光栄に入る場合にはそれなりの権利

を持つでありましょう。またそこではあなた方は什分の一を

払 う必要はあ りません。 もし， この様な国に入 りたかったら

あなたは罪の許 しとなる，バプテスマを受けるに 及 び ま せ

ん。 しか し，神のみもとに行きたいのでしたら，また日の光

栄に住みたいので したら，また昇栄にあつかりたいのでした

ら，あなた方は神の云われた全ての言葉に従って生きなくて

はなりません。私たちは謙遜となり天父と密接な連絡を保つ

ことが出来る様，また天父の近 くに住める様祈 らなくてはな

りません。

私たちは誠実，従順，正直とならねばなりません。また主

がお与えになった全ての誠命を喜んでうけながら生活 しな く

てはなりません。

入が主の誠命を守ることが難 しいと云うなら，その人は福

音の律法を破っているとい う悲 しい告白を しているのです。

癖 というものは簡単につきます。良い癖は悪い癖と同 じ様に

簡単につきます。 もちろん，もし嘘つきの癖のある場合，問

題は簡単でありません。

もし不誠実の悪癖がある場合，正直になるのは容易ではあ

りません。また人は一度も祈ったことがないとお祈 りするこ

とが難 しいものです。

これに反 して，人がいつも誠実，正直な行いをしている場

合，嘘をつくのは難 しいものです。正直な生活をしてきた人

に少 しでも不誠実なものが入 りこむと彼の良心の声が高鳴り

彼の心は騒ぎ悔い改めの気持がわ くのみです。 もし人が祈り

の心を持てば，彼は祈 りの中に喜びを見出します。彼は自分

の願いが叶えられる確信があり，神に近づ くことが 容 易 で

す。什分の一は人が福音に忠実な者であれば難 しいものでは

ありません。彼は自分のかせぎの什分の一を苦もな く収めま

す。おわかりの様に主は穐たちに偉大な真理をお与えになり

ました。すなわち， もし私たちが喜んで主の御意に従うなら

ば主の支配 ・権力は容易であり，主か ら受ける負担は軽 くな

りま．す。

主はこの様に，言われま した。すなわち， 「この故に，汝

ら神の役務に出て立たんとする者は，終 りの日に臨みて神の

前に替なくして立たんため，すべか らく心をつ くし，勢力を

つくし，思いをつ くし，体力をつ くして神の役務をなせ。」

（教義 と聖約 ４：２）

２００

もし私たち全てがこの様に神に仕えるな芭ば多 くのなすべ

きことを持つでょう。天の父は理屈に合わないことは何一つ

要求 しません，主の要求はその律法にそって与えられます。

またそれは主が自ら従 う律法であります。あなた方は永遠の

父と救い主が何もしないとでも思っているのですか ？

私たちは天父の偉大な御業，御子の御業はご自身のためで

はないことを知っております。

天父と御子はこれからも同じ様に人のために働いて行きま

す。人が教会に入れば父なる神と御子 と聖霊の導きに従わね

ばなりません。そうすれば，福音から得 られる全てのものを

受けることが出来ます。これ らの必要条件は悔い改めと神の

王国を求める全ての人に作られています。もし人が何か外の

方法で得ようとすると，彼は盗みを行う者となります。

なぜでしょうか。それは彼が永遠の生命を不正な手段で得

ようとしているか らです。彼は高められる手段を偽せのコイ

ン （貨幣）で得ようとしているか らです。これは行われては

ならないことです。

福音の儀式に従順 となることは全ての人に要求され，人は

主が与えられた律法にそわず して王国に入ることは出来ませ

ん。救い主は私たちに互いが愛 し合うことを教えるためこの

世におみえになりました。救い主の教えは，苦しみと死の瞭

いによって私たちが生き，互いに愛 し合 うことを教えられま

した。私たちは救い主のこの照いに報いるためお互いが助け

愛 し合わな くてはなりません。私たちは救い主が私たちに尽

された無限の奉仕に対 して奉仕でむくいることによって私た

ちの感謝の気持を表わすべきではないでしょうか。

自分のことばかり考えて教会のことをなそうとしない人は

決 して高め られないでしょう。

例えば，喜こんで祈ろうとする人，什分の一を収めようとす

る人，奉仕 しようとする人，教会に進んで出席 しようとする

人であっても， これらを自分の個人的な生活以外の目的でし

ょうとしない人は決して完全な目的に到達出来ません。奉仕

は他人のために与えられねばなりません。私たちは不幸な人

々に手を差 しのべな くてはなりません。私たちは真理を聞こ

うとしない人々，精神的に暗い生活を送っておられる人々に

暖かい手を差 しのべなくてはなりません。また助けを必要と

している人，苦しんでいる人を助けなくてはなりません。皆

さんはどうでしょうか ？ ここで私たちはシオン山の救い手

であることをウイル ・エル トン ・プレンの詩によって考えて

みましょう。その詩はこの様に始まっています。

「今日われ善きことせしか ？ 人を助けしか ？ 悲 しきを

も慰め しか ？ か くせずば悪 るし……」

（讃美歌９２「今日われ善きことせしか」）

そして，私は私たちの誰れもが天にいます我が父に奉仕す

るのを 「怠る」ことのない様に祈 ります。主よどうか私たち

全てをこれからもさらに祝福をくださり主の道に歩むことの

出来る様お導 きください。 この話を謙遜な祈 りをもって，イ

エス ・キ リス トの御名によりお話 しいたしました。
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再び生れ変る
副 管長 ア ル ビ ン Ｒ． ダ イ ヤ ー

（１９６８年 ４月 ６ 日， 土 曜 日午 後 ， 第 １３８回， 年 次 総 大 会 に

て ア ル ビ ン Ｒ。 ダ イ ヤー に よ って 講 演 され た 原 文）

は今日ここで私が立っている側に私の愛する妻が同席私

している様に感 じます。私の家族と彼女は主に仕えよ

うと努力する私の大きな助けとなってきました。

何年も前一人の有名な弁護士がナザレのイエスについて調

査 し人が永遠の生命を求めるためになさねばならぬ条件につ

いて調べていました。主が与え給 うた答は簡単で したが，こ

の頭脳明晰な教育のある人でも容易には出来ませんで した。

主は彼に次のようにお答えになりました。すなわち，人は

もし神の王国に入 り天父とその御子イエス ・キリス トの光り

輝 くみもとに住みたいならば 「再．び生れ変る」必要があろう

と云われま した。

「再び生れ変る」 ということはイエスが，ニコデモに教え

られたと同様，福音への帰依の基本的要素であります。入 は

同様の方法で，多分前ぶれがなくても，地上での生涯で色 々

の方法で 「再び生れ変 る」 ことがあります。普通これらは重

要な事件とか，悲劇に深い関係があります。 しか し 「生れ変

る」ということは生活の変遷にある 「生れ変 り」とは違いま

す。

私は今 「死」に関して，二つの観点か ら考えて見たいと思

います。私が執事だった少年の頃，私は馬鹿気たことだが，

口にビーズ玉で飾った ６センチぐらいの長さの帽子のピンを

口にくわえていました。私は家の窓の下の椅子に坐っていま

したが，その時雷がすごい勢いで鳴ったので，その拍子にそ

のピンを飲み込んでしまいました。私は自分がしてしまった

ことに気が付いてびつ くりしてしまいました。私はひざまつ

いて私が無事である様に祈 りました。私はその時，私がそれ

か ら一生を主に＃ えることを約束 しました。私はその時神と

の対話で私が 「生れ変った」と信 じています。

もう一つの出来事は私の妻メイと私の二人の子供 グローリ

ヤとブレン トと私に起った出来事です。私たちは冷房のない

車で暑い砂漠を運転 してやっとの思いでサンタ ・モニカのビ
ーチにたどり着きました

。私たちはす ぐ海水着に着がえてビ
ーチに行 きました。メイと子供たちは砂浜にとどま り涼しい

風を浴びながら遊んでいました。 しか し，こんなことぐらい

では私は満足出来ないので海に飛び込み泳ぎま した。

そして私は知 らぬ間に思わぬ遠い所まで泳ぎ出てしまって

いました。私が岸へ泳ぎもどろうとしたとき足もとの方に渦

があるのに気が付きま した。私は全力をふ りしぼって闘った

が効果はありませんでした。

私が自分の苦境に気が付いたときには，溺れかかっており

ました。私は自分の愛児をもうこの世で二度と見ることはな

いだろうと思いました。 しばらくして私は自分に非常に力強

い物を感 じて， 自分が直面 している危機から脱しょうとする

力が溢 きました。

そこで，私は大声をふ りしぼって助けを求めま した。打 ち

寄せる波の音 とかすみのかかった空気にもかかわらず，私の
る

助けを求める声は，近 くにいた救助隊の人たちにとどきま し

た。その時私は自分の力をほとんど使い果 しておりま した。

私 は岸 に着いて救けて下 さった人に私の感謝の意をのべた

後，砂の上に坐 して祈 り，天の父に感謝をのべま した。私は

その日新しく生れ変ったと信 じています。すなわち生きるこ

とが価値あることをつ くづ く知 ることが出来ました。

多分， 「生れ変 る」 ということは今一つのチャンスを持っ

ことであり，人の努力を評価 し直すことで，私はこの様な経
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験を通じて神にお仕えするお召しのあっだことが生涯に何度

もあった様な気がいたします。私は昨年１０月の大会で使徒の

召しがあづた時もこれを感 じました。私は今 日，私が 「生れ

変る」ことは神に献身することにある様に思います。

私は他人のことをあまり考えていないのではないか と良心

の苛責を感 じます。また他人が私をよく思っていないのでは

ないかということを感ずることがあります。人は反感をかっ

たか らといってその人達 に同じ様な心を抱いてはならないし

む しろ，彼らを説得 しな くてはなりません。

もし私の生命がこれで終 りなら，またもし 「生れ変る」 こ

とがないので したら，どうでしょうか。私は自分に生れ変 り

があったのを感謝 しています。 、

私はご理解ある心の持主であるデビド０．マッケイ大管長

に非常に感謝 してお ります。私は彼を非常に愛 してお ります。

私たち二人のおつきあいはもう長いものになります。

ふ りかえるに，私 は自分が監督だった頃，彼が私のワー ド

の聖餐に所望されて訪問して下さったことがあります。大管

長は私たちワード部が若い青年たちをうまくおさめているこ

とを知ったのでご自分の意志で訪問したと云っておられまし

た。聖餐会に集 った人々はその時のことは決 して忘れないで

しよう。または偉大な人，霊感を与えられ， これまで私達を

指導 していて下さる真の神の予言者をその時本当に感謝する

様になりま した。

私が欧州伝道部長の頃に受けたマッケイ大管長の電話や手

紙はいつも彼の伝道に対する深い関心の証拠であり，私たち

に確信をもたらして くれました。私は一度彼が午前 ２時頃ノ

ルウェーに電話して下さったことを憶えています。ちょうど

私はその時ベ ットに眼れず横になっておりました。私はその

時伝道のことで私自身で解決出来ない事が起っていたので何

か確信出来る様 なものが必要でした。 ちょうどその時電話 し

て下さったマッケイ大管長の声は正に天か らの光の様であり

ま した。

また私は，伝道への関心と，天父の偉大なる末日の御業で

ある予め準備された ミズ リーの地の 「塔の見張 り番」となる

べき私の使命に感謝いたします。

私はマッケイ大管長と何度 も近づきの気持を持った事があ

ります。私 は私の頬を彼に押 しつけ，溢れる涙を感 じま し

た。私は大管長の度量に感謝 し決 してこれを裏切ることはあ

りません。私は幹部の兄弟達が私に信頼 と確信を証 して下さ

るのでこれに感謝 しています。

私は彼 らが教会の仕事の管理に献身 と勇気をもって行って

おられることに手放 しで尊敬あ念を抱いております。

兄弟，姉妹， これは主の仕事であります。そして，私たち

は最後にきたる勝利を心配する必要はありません。私が これ

まで何度も証して来たことですが，予言者は神の代 りになっ

て私たちに約束 されています。

私は予言者 ジョセブ ・ス ミスが挫折 した際，主が彼に云わ

れた言葉を思い出します。その時主が云われたことは今日で

２０２．

もなお真実であります。 ここに主の助言の言葉があります。

「神の業，計画， 目的が破れ，また水泡に帰するは共に有

り得べからず。神は曲れる道を歩まず，．また右手にも左手に

も曲 らず，また宣べ し事 と違 うところなし，故に，神の道は

直 くしてそのふむ道は永遠にかわらぬ一すじなり。破るるも

のは神の業にあ らず して，人間の業なるを決 して忘 るべから

ず。」 （教義と聖約 ３：１～ ３）

また神のよき時代に新 しいエルサレムの町として建設 され

ると予告され，神の民を受け入れるか くれ家 として主に定め

られた ミズ リー州，．ジャクソン郡 の聖なる土地を離れる事を

余儀なくされた聖徒が銀難に会った際に，主が彼に与えられ

たみ言葉があります。

予言者ジョセブはこの苦 しい試練に際し主に熱心・に祈 りま

した。

予言者スミスはうろたえ，悲しみ果てた聖徒に手紙を送 り

その中で彼が ミズ リーで聖徒が苦 しみ，堪えていることを良

く知っており，会員たちが如何に罪のない人々が罪人のため

に償いを しているかについて書きました。彼はさらに次の様

に続けています。

「天にいますイエス ・キリス トの如 くあって，私があなた

方の行為の正 しい事を知 っております。共に思い共に証 しを

もち，共に語 り何時間も楽 しい時を過 した兄弟たちが今追い

出され世の中で云う他人 とか移民の如 く空腹，寒さと欠乏，

危機と略奪に露されるのを知 るとき私の気持を抑えるのは難

しいことです。

また私がこれを黙認するとき，私がこの神の摂理に不平を

云いた くなるのをおさえるのは難 しいことです。 しか し，こ

れは正 しくないと思います。神よどうか，私達をしてあなた

の偉大な苦悩と受難に反かず，またキリス トの愛か ら私たち

を切離すことがない様に」

（Ｄ．Ｈ．Ｃ，「教会歴史記録」 １：４５４英文）

教義と聖約中の次の言葉は主が予言者ジョセフ ・ス ミスに

与えられた答：えであ り，保証であります。

「故 に， シオンに就きて汝 ら心安かれ。そは一切生 くる者

わが手の中に在ればなり。汝 らつつしみて，わが神なること

を知れ，シオンの子 ら如何に追い払わるるとも，シオンはそ

の場所 より移 るべからず。およそ亡びず して存 し，心の清き

者たちは帰 り来 らん。 これらの人々とその子供たちは永遠の

喜びの歌を唱いて彼 らのゆず りに来たり，シオンの荒れたる

地点を築き上げん。すなわち，予言者たちの言に応ぜんため

にすべてこれらのことは起 るべ し。」

（教義と聖約 １０１：１６～１９）



ビルス伝道部長 ご家族来 日

７月１６日 新 伝道部 長 ご家族 が

来 日され た。写真 左 よ り， ラニ ー

兄 弟 ８歳 ス カ ッ ト兄 弟１８歳， ラ

ンデ ィー兄 弟１６歳， ビル ス部長，

ロー リー姉 妹１３歳． ビル ス姉妹

ラッス兄 弟１５歳 。

翌１７日夜． 東 京西支 部 にて歓 迎会

が 開か れた。

（写真提供 荒井薫，高橋実兄弟）

懸麟

甕

禽 ，

麟評 羅

驚

〆犠 ’

灘濾耀

．欝 ｉ籔

難 ’

騨

空 港 で の 両 伝 道 部 長

ヒ ぜレ ス 姉 妹

蛉盛

襯

磯叢き

・一 灘 響

難 饗難謙

触

鐵
畿

最年少 のラニー兄 弟

伝道 中の兄 の通訳で話す一人娘の ロー リー姉妹

隔

鼠

東京西支部での歓迎会
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京 浜地 区 ア ロン 神 権 ス クー ル

ア ロン神権 ズクール に集 った兄 弟たち

ア ロン神権 スク ール に集 って

森 下 雅 行 東 京 北 支 部

教 会におけ る神権 会， 日曜学校，及び，Ｍ ＩＡで断片的に しか学

ぶ ことが出来なか った福音 が毎月 ２回す ぐれた指導者か ら系統的に

学ぶ ことが出来る とい うのは，す ばら しいことであ る。 使 わ れ た

「信仰箇条 め研究 」は
， とても，す ぐれた， テキス トであ り， この

本一冊 で末 日聖徒 の教 えをほとん ど，示 して いるとい って も，良い

だろ う。 この神権 ス クー ルで学ん だ知識 によ って求道 者の質 問や 自

分 自身 の疑 問に対 しても，答 えを見出す ことが出来 るよ うにな り生

徒 として，教師 と して，神権 スクールで学んだ ことを大いに役 立た

せよ うと思 っている。

東中央地方部京浜：地区のアロン神権ス

クールは３月にスター トしました。各支

部より希望に満ちた若いアロン神権者が

第 ２と第 ４日曜日午後 ５時半より東京中

央支部に集ってきます。地方部役員と各

支部か ら選 らばれた教師二人ずつ組にな

り，教義面 と実際面か らレッスンを進め

ています。テキス トは信仰箇条の研究を

用いております。信仰箇条その全部を暗

記 した兄弟 も数人います。卒業するまで

に全員暗記されるにちがいありません。

ここで学んだ兄弟の中か らやがて支部，

地方部，伝道部の役員が生まれ，活躍す

る日がやって くるにちがいありません。

杉本隆尊兄弟 東京西支部

神権 を受 けて まもな く地方部主催の神権 ス クール特別 プログ ラム

が計画 され，私達 アロン神 権者が，真 の生 きた福音の レッス ンを受

け進歩す る機会が与え られま した ことを指導者 に深 く感謝 して おり

ます。 ・

兄弟達の大声のあいさつ と，大声 のコー ラスとで， この活気に満

ちた レッス ンが始ま ります。知識 というよりは，む しろ先生 方の豊

富な経験，生 活，知 恵，モルモ ンと しての物事の見方，考え方な ど，

すば らしいモルモニズムが展 開され ます。

一言 も聞き漏 さん とす る兄弟達の熱心な顔
，熱の入 った先生 の話

ひ とつ とな って学ぶ時，私達 は，ほん とうに， 「行なわなければな

らない と思 います」漠然 としてではな く，建設 的で，力強 い気持 ち

と強 い兄弟愛 と霊感を強 く感 じます。教 会員 としての誇 りと，喜 び

福音 を学ぶ楽 しさを感 じることがで きます。

一時間半があ つと言 うまに終 り
， ざんね んな気持 とまた集 おうと

いう気持 ちで外 に出ます。 固い握 手で「また さ らい週 会いま しょう」

と大声であい さつ し，胸 一ぱい張 りつめた気持 ちを持 ってそれぞれ

の支部 に帰 ってい きます。
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１９６８年 度 （１～ ８月 ）

北部極東伝道部 アロン神権活動計画

統一 テー マ 教義 と聖約 ８８：１２３～１２６ （暗記）

期 ｉ月

第

期

第

期

第

期

１

２

３

４

５

６

７

８

目 標

神 権 組 織

の 充 実

各 神 権 の

責任 と義務

奉 仕

暗記聖句

教 義 と聖 約

１０７ ：１８～ ２０

教義 と聖約

８４ ：３３ ～ ３９

教義 と聖約

１２ユ ：３４～ ３７

読書過程

高 価 な る真 珠

ジ ョセ ブ ・ス

ミスの 書 １，２

聖 書

倉Ｕ世言己１～８章

モ ル モ ン 経

イ テ ル 書

１ ～ ６ 章

汝ら互いに相愛するように心がけよ。貧るなかれ。而 して

福音の命ずる如 く，互いに物を頒つようになれ。怠惰なるを

止めよ。不潔なるを止めよ。互いに欠点を探すを止．めよ。度

を過ぎて眠るを止めよ。早 く臥床に入 りて疲れを休めよ。朝

は早 く起きて汝の肉体と精神とを活気づけよ。汝ら何よりも

まず，外とうの如 く愛のきずなをもて身に纒うべし。そは完

きと平和のきずななり。わが来るまで気落 ちせぬ様に常に祈

れ。見よ，みよ。われ速に来 りて汝 らをわれに受け入るべ し

（教義 と聖約８８：１２３～１２６）

今年度 も終 りに近づきました。

アロン神権者は上記の活動計画を再検討 して豊か

な実を結び，力強い神権者としてご活躍 ください。

１

１

１

ヨ

ヨ



伝道部 日曜学校役員紹介

ド

この度，伝道部 日曜学校会長会が

新 らたに召され，按手任命 されまし

た。伝道部が分割 され，拡大的発展

を 目の前に して，よ り一層の努力を

したいと思います。そしてこの時 こ

そ，主の言われた 「汝らひとつとな

れ。 もしひとつとならずば，汝はわ

が ものにあらず」の誠命を心から実

行すべ き時です。日曜学校も皆様の

お助けを得て，発展的拡大したいと

思います。来年度のテーマは 「よき

教師」です。教師養成会への積極的

参加，視聴覚教材の充実等を通じて

テーマを実行 して下さい。

｛ ．．

会 長 上 ．野

第一副 高 橋

道 男 （横 浜） ソニ ー商 事Ｋ Ｋ

実 （北 ） 東 京 天 文 台

第二副 八 木 沼 修 一 （北 ） 翻 訳 事 業 部

書 記 板 倉 東 夫 （横浜） 明 治 大 工 学 部

１ ９ ６ ９ 年 度 テ キ ス ト 紹 介

奪

拍曜学校

Ａ クラス

Ｂ クラス

Ｃ クラス

Ｄ クラス

Ｅ ク ラス

Ｆ クラス

Ｇ ク ラス

「聖 書物語 」

「奇 しきみ わ ざ」

「福 音 の紹介」

「シオ ン山 の救 い手 」

「家庭 に おけ る神権 の発 揚」

「昇 栄へ の道」

支 部長 レ ッス ン

Ｍ ｌＡ

エ ン サ イ ン ｐ 一 レ ル 「神 と 人 」

エ ン メ ン グ リ ー ナ ー 「生 活 の 目 標 」

神権 会 ．

長 老 「不死不滅 と永遠の生命」

ア ロ ン神 権 「ア ロ ン神権教 師 テ キス ト」

（ゴシ ックは新 刊 です）

．、

愛 読 者 の皆 さんへ

聖 徒 の道 の予約 手続 きは終 りましたか

９月号 より，聖徒の道 も新年度に入 りますが，あなたの予約手続 きは終 りましたか。

年間予約は１，０００円ですので，まだの方は至急支部長会に申込んで下 さい。
、
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支 部

赤瀬海岸てのバプテスマ風景 未来 の大神権者誕生

だ よ り
辱

有 明海 よ りバプテスマをおえてひき上げる聖徒たち

川 本 ご 夫 妻

室 蘭 支 部

全国の兄弟 姉妹 お元気ですか。久 し振 りに室蘭支部を紹介 させていただきます。平林兄弟，三浦兄弟宅で男児が出生。 またモルモ ンの

二世 か増 えま した。支部大会 か ６月２０日か ら３０日まで開かれま した。大会のテーマは 「定例集会の充実』です。 火曜 日は扶助協 会で地方部

の鮫 島姉妹を迎 え ５人 の方 からの お話が ありま した。 その後，証詞 会かあ り，証詞 をつ よめることがで きま した。 またＭ ＩＡで は活動 の

時間に各 国の服装 を し， その国の民謡な とを歌い楽 しい会で した。土曜 日は長老定員会主催で親睦パー テーがあ り， 多 くの兄弟姉 妹お友

達 が集 ま りゲームを して楽 しいひとときを過 ごしま した。 最後の 日曜 日は神権会，一般大会が柳沢地方部長管理の もとで，行 なわれま し

た。 一般大 会では各補助組織 の会長 と長老定員会の グループ リーターが大 会テー マに沿 っての お話を されま した。 また，午後 の部 ては支

部長，第 ７長老定員会会長，地方部長の お話があ り大会を閉 じま した。室蘭支部 の会員一 同は １年間， この支部大 会の テー マにか なう教

会活 動を続 けてい く決意で す。

熊 本 支 部

熊本 において伝道が開始 されてか ら早一年半を過 ぎて しまいま した。 そ して今年 の １月 に

九州地方部が 出来，熊本 も 「熊本支部」 として新たにス ター ト致 しま した。 そ してすべ て

のプログ ラムも一つ一つ充実 して きてお ります。 また若 い私 たちの支部 は恵 まれ ま して今

年 の ４月 に新 しい集会所を頂 くことが出来ま した。ほん とうに神様 の大きな祝福 だ と感謝

して お ります。 ’

日曜学校，Ｍ ＩＡ，また扶助協会，神 権会等 も前に くらべ る と目に見 えて成長 していま

す。 また私達 は今までに充分に出来なか ったいろいろなこ とをよ り良 く出来 るよ うに頑張

って います。熊本支部の開設 当時の会員数は ５名程て したが， 日が たつ につ れて会員 もふ

え現在ては２９名にな りま した。 ６月２３日に年輩 の兄弟 かハブ。テスマを受 け，続 いて ６月２９

日には若い １人の兄弟 と２人 の姉妹 が神様 のまた兄弟姉妹達の導 きによ ってバプテスマを

受けま した 。熊本支部 で ３人 いっ しょにバプテスマを受 けるの は初めての ことで した 。そ

の 日はち ょうど雨が降 っていま したが，海 には人け はな く素晴 らしいバプテスマ会で した 。

７月末 にも １人の兄弟 かハプテスマを受 ける予定 にな っています。 会員達 は必ず １つは教

会の責任を頂 いています。 ある人 は １人で ３つ位の責任を頂 いてお り，ち ょっと大変 です

がで も私達 は １つで も多 くの責任 をいただ き，それを一生懸命 に果 し頑 張 る時に神様 か ら

た くさんの祝福があ ることを知 っています。 この時期が熊本支部に とってまた私 た ち １人

１人 にとって， もっとも成 長する機 会だ と信 じてみん な頑張 っています。

熊本支部 と同 じにまだ若 い支部 が大き く成長す るこ とを祈 りなが ら，ペ ンをお きます。

高 松 支 部

６月 ８日 川 本忠秋 兄弟 と秋 山光代姉妹 が高松支部 にて多 くの人 々の祝福を受けて こ結

婚 なさいま した。高松支部初 めての家族が誕生 しました。

支 部大会に参加 した人 々

穿廉羅

灘

灘

Ｍ ｌＡ大会 衣裳は良いが唄は仲々

２０６



岡 町 支 部 の 建 築 進 む

ク ラス ル ー ム の コ ンク リー ト入 れ 礼 拝 堂 の 外 装 部 」

ビ
・一

旺．４

『
、

油

北海道地方部
．旭

室

小

札

支 部 所 在 地

川 旭川市 ８条 ５丁 目

電話 （０１６６－２５－１５４５） 郵便番号０７０

Ｍ ＩＡ集会所 旭川公会堂

蘭 室蘭市幸町１２－ ９

電話 （０１４３－ ２－７０５４）郵便番号０５１

樽 小樽市富岡町 １－ ５－ ２３

電話 （０１３４－ ２－８２２４）郵便番号０４７

幌 札幌市南２０条西１６丁 目

電話 （０１２２－５６－７１７５）郵便番号０６０

東中央地方部

福

群

甲

松

新

仙

東京中央

東 京 北

東 京 東

東 京 南

東 京 西

山

横

島 福 島市渡利字小久保 ８－ ７

電話 （０２４５２－２３－５３１３）郵便番号９６０

馬 高崎市並榎町２７５亀電話 （
０２７３－２２－７１２１）郵便番号３７０

府 甲府市 中央 ３丁 目１２－ ２

電話 （０５５２－３３－２４０９）郵便番号４００

本 松本市 開智 １－ １－ ６

電話 （０２６３４－ ３－８０９３）郵便番号３９０

潟 新潟市 明石 ２－ ２－ ５

郵便番号９５０

台 仙台市光禅寺通 り２８

電話 （０２２２－２５－０８９７）郵便番号９８０

東 京都港 区北青 山 ３－ ６－ ４

電話 （０３－４００－３３０７）郵便番号１０７

東京都 中野区江原町 １－ ８－１４

電話 （０３－９５３－８２４４）郵便番号ユ６５

東京都江戸川 区西小岩 ５－ ８－ ６

電 話 （０３－６５８－７３１０）郵便番号１３３

東京都大田区南千束 町 ２－２５－１１

電 話 （０３－７２９－６３１１）郵便番号１４５

東京都武蔵野市吉祥寺東 町 １－ ７－ ７

電話 （０４２２－２２－６７６４）郵便 番号１８０

形 山形市七 日町 ４－ １２ ２３

電話 （０２３６２－ ３－３３８０）郵便番号９９０

浜 横浜市港北区篠原町２９

電話も（０４５－４０１－８７７２）郵 便番号２２２

西中央地方部

阿 倍 野 大阪市阿倍野区阪南町中 １－ １１－ ８

電話 （０６－６２３－４３１５）郵 便番号５４５

広 島 広島市高須 ２－ ７－２９

電話 （０８２２－７１－５３０９）郵便番号７３３

金 沢 金沢市兼六元町 ３－ ８

電話 （０７６２－２１－２１３１ （郵便番号９２０

京 都 京都市左京区下鴨松原町４４

電話 （０７５－７０１二４０６７）郵便番号６０６

名 古 屋 名古屋市昭和区北山町 ３－１４

電話 （０５２－７３１－４２１０）郵便番号４６６

名古屋北 名古屋市昭和区北 山町 ３－４１

電話 （０５２－７３１－４２１０）郵便番号４６６

西 ノ 宮 兵庫県西 ノ宮市仁川町 ４－５４

電話 （０７９８－５１－０１４１）郵便番号６６２

岡 町 大阪府豊 中市 岡町北 ２－１８

電話 （０６８－５２－１２３６）郵便番号５６０

岡 山 岡山市学南町 １－１３－１１

電話 （０８６２－５２－３５６０）郵便番号７００

三 ノ 宮 神戸市灘区篠原本町 ４－ ６－２８

電話 （０７８－８６－２６０２）郵便番号６５７

高 松 ．香川県高松市末広町 １－ ８

電話 （０８７８－５１－４７０８）郵便番号７６０ ’

柳 井 山口県柳井市今市３９１

電話 （１０６申込柳井 ７）郵便番号７４２

九州 地方部

福 岡・福 岡市浄水町４６

電話 （０９２－５２－８６５３）郵便番号８１０

北 九 州 北 九州市小倉区大字砂津 日之出町３４０－ ６

電話 （０９３－５５－４６５９）郵便番号８０２

熊 本 熊 本市東寺原 町６４－４２ ・

電話 （０９３－５４－９０１７）郵便番号８６０

長 崎 長 崎市片淵町 ２－ ７－１７

電話 （０９５８－２２－５７２６）郵便番号８５２

沖縄地方部

普 天 聞 沖縄宣野 湾市野 嵩区３２８

那 覇 沖 縄那覇市崇元寺 町 １－１２８－２０

電 話 （３－ １６２０）

建築 部事務所 東京 都港 区北青 山 ３－ ６－ ４

電話 （０３－４００－４０８０）郵便番号１０７

（誤ま りのある支部 の支部長 はご一報 くださ い）

１」ゾ
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リ チ ャ ー ド Ｌ．エ バ ン ズ

最 も感 謝 さ れ るべ き も の の 中 に， 誠 命 標 準 ， 規 律 ， 法 律 な どが あ る． こ

れ らな くして ， 頼 るべ き もの は な くな る。 教 師 も教 授 も学 校 も， 卒 業 や 学 位

の基 準 ， 開 業 の資 格 を明 確 に し な け れ ば， い か に し て始 め るか も， い つ要 求

を充 た し たゑ も判 ら な い だ ろ う。 親 た ちが 子供 に対 す る期 待 を明 ら か に せ ず ，

た だ好 き な よ うに行 動 させ る な ら ば， ま た神 が わ れ わ れへ の 期待 を 明 か にせ

ず ， 目的 も， 標 準 も， 条 件 も，誠 命 も与 え な け れ ば ， 無 知 の 故 に どん な ふ し

だ ら な， 無 力 な人 世 どな っ て い る で あ ろ う か。 人生 の最 大 の祝 福 の一 つ に法

が あ る。 それ な くして 財 産 の所 有 もあ り得 ず， 安 全 の保 障 もな く， 文 化 も成

立 せ ず， 生 活 そ れ 自体 不 可 能 とな る。

ど んな に無 視 さ れ よ う と， あ る い は濫 用 さ れ， 犯 さ れ よ う と， 結 局 わ れ わ

れ を共 に支 救 仕 事 の 報 酬 を保 証 し， 財 産 を確 保 し，個 人 を保 護 す るの は法

な の で あ る。 無 法 者 の 生 活 さ え法 な し に は， な し得 な い の で あ る。 故 に誠 命

に背 き， す て る前 に， 身持 ちの 良 さ を ほ こ る前 に， 伝 統 を破 りかつ 責 任 あ る

行 為 を嘲 る前 に， 法 を行 ラ者 を軽 ん ず る前 に， わ れ わ れ に 関 心 を持 ち， 心 配

して くれ る両 親 ， 教 師 た ち に さ か ら う前 に， まず考 え て み た い こ とは， 法 な

くして， こ と人 生 は い か な る も の とな るか ， い か に 所 有 は 少 な くな り， 生 産

も教 養 も生 ま れ な くな るか， とい う こ とで あ る。 自分 へ の期 待 を知 っ た こ と，

両 親 の導 き と しつ け，標 準 を与 え て くれ た教 師 た ち，そ して 目的 と忠 告 と誠 命

を与 え給 う父 な る神 の 存 在 ， これ ら を神 に感 謝 し よ う。 法 ， 誠 命 ， 標 準 ， 規

律 な どが な け れ ば ， 人 間 は 全 く放 縦 に溺 れ て， 迷 い失 わ れ て し ま うで あ ろ う。

（１９６７年 ５月１９日， Ｋ，Ｓ，Ｌ 及び コロ ンビア放送 によるテンプル スクウェアよりのスポークンワー ド。版権 １９６７年）
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まで 、 ス ポ ー ク ン ・ワ ー ドとタバ ナ クル

コー ラ ス が 放 送 され て い ます 。
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